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大洲藩鉄砲隊輪ゴム鉄砲組、放て～



現在の大洲

今 月 の 表 紙CONTENTS　目次

２ページ  がんばる大洲っ子・今月の表紙

３ページ～   おおずニュース

10ページ～ シリーズ

13ページ まちのわだい

14ページ～ おしらせ

２5ページ～  図書館・保健センター・

   心と体の健康ガイド

２8ページ  がんばるひと

　　　　　　　 （樫谷棚田保存会）

税　　　別 4月 5月 6月 7月

市 県 民 税 1 期

固 定 資 産 税 1 期 2 期

軽 自 動 車 税 全期

国 民 健 康 保 険 税 1 期

市税などの納付は、便利で安心な「口座振替」を。

４月の納税など　納期限は 4月30日㈭です。

人の動き（先月比）

人口　　　46,200人　（－63）
　男　　21,990人　（－30）
　女　　24,210人　（－33）
世帯数　20,258世帯（－16）

交通事故（昨年同期）

　件数　　   34件（ 27 件）
　死者　    1人（  0  人） 
　負傷者　   42人（ 29 人）

picture 写真

（2015年 2 月末現在）

　３月１日㈰、大洲藩鉄
砲隊輪ゴム鉄砲組の一
日限定の結成と、火縄
銃輪ゴム鉄砲の披露が
大洲城で行われました。
　木製の火縄銃輪ゴム
鉄砲は、大洲藩鉄砲隊
と内子手しごとの会が
共同製作したものです。
　ちびっこ和太鼓サー
クル「和

わ

奏
かな

」による太
鼓演奏で登場した輪ゴ
ム鉄砲組の迫力に、周
りからは歓声が起こっ
ていました。

　

私
は
今
、
週
に
１
回
ダ
ン
ス

教
室
に
通
っ
て
い
て
、
松
山
で

開
催
さ
れ
る
ダ
ン
ス
コ
ン
テ
ス

ト
に
向
け
て
練
習
中
で
す
。
い

ろ
い
ろ
な
ス
テ
ッ
プ
が
あ
り
、

覚
え
る
の
が
難
し
い
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、
先
生
が
い
つ
も
笑

顔
に
さ
せ
て
く
れ
る
の
で
楽
し

く
踊
れ
ま
す
。
ま
た
、
全
員
が

そ
ろ
っ
て
踊
れ
た
時
は
と
て
も

う
れ
し
い
で
す
。

　

喜
多
小
学
校
に
は
、
最
近
新

し
い
ウ
サ
ギ
が
仲
間
入
り
し
ま

し
た
。
休
み
時
間
な
ど
に
小
屋

に
行
っ
て
、
か
わ
い
い
ウ
サ
ギ

を
見
る
の
が
楽
し
み
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

私
の
お
母
さ
ん
は
、
お
い
し

い
ク
ッ
キ
ー
や
ケ
ー
キ
作
り
が

得
意
で
す
。
私
も
お
手
伝
い
し

て
い
る
う
ち
に
、
将
来
は
ケ
ー

キ
屋
さ
ん
に
な
り
た
い
と
思
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
と
て
も

優
し
く
て
、
お
い
し
い
ケ
ー
キ

作
り
が
で
き
る
お
母
さ
ん
の
よ

う
な
大
人
に
な
り
た
い
で
す
。

今月の題字作成者
喜多小学校 3 年（現：喜多小学校 4 年）

　坂　本　朱
しゅ

　里
り

　さん

が ん ば る 大 洲 っ 子
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庁
舎
別
館
改
築
工
事
の
完
成
と
組
織

改
正
に
伴
い
、
４
月
か
ら
次
の
と
お
り

組
織
名
称
と
本
庁
舎
の
事
務
室
の
配
置

を
変
更
し
ま
す
。

【
部
名
の
変
更
】

　
　

旧　
　
　
　
　

  

新

企
画
財
政
部 

↓ 
総
合
政
策
部

【
課
名
の
変
更
】

　
　

旧　
　
　
　
　

  

新

▽
本　

庁

市　

民　

課 

↓ 

市
民
生
活
課

保
険
環
境
課 

↓ 

保
険
年
金
課

治
水
第
１
課 

↓ 

治
水
課

学
校
教
育
課 

↓ 

教
育
総
務
課
へ
再
編

人
事
秘
書
課 

↓ 

総
務
課
へ
再
編

　
　

旧　
　
　
　
　

  

新

財　

政　

課 

↓ 

財
政
契
約
課

企
画
調
整
課 

↓ 

企
画
政
策
課

国
体
準
備
課 

↓ 

え
ひ
め
国
体
推
進
課

▽
肱
川
支
所

治
水
第
２
課 

↓ 

ダ
ム
対
策
課

【
課
の
新
設
】

子
育
て
支
援
課

【
問
い
合
わ
せ
先
】

総
務
課　

☎
㉔
１
７
２
４

庁舎内の配置が新しくなりました

5 F

4 F

3 F

2 F

1 F

えひめ国体推進課

情報管理課

トイレ

倉庫

機械室

傍聴者席

監査事務局

議場吹抜

第 2
会議室

第 1会議室

トイレ

湯沸室

湯沸室

湯沸室

湯沸室

エレベーター

機械室

エレベーター

機械室

エレベーター

機械室

エレベーター

機械室

電子計算室

議会事務局
トイレ トイレ
議員
控室 5

議員
控室 4
議員
控室 4

会議室２

市議会議場

会議室 1 正副
議長室

応接室議員
控室 1

議員
控室 2

議員
控室 3

人権啓発課

危機管理課

トイレ

エレベーターエレベーター

第２会議室第１会議室

防災無線室

トイレ

財政契約課 総務課

企画政策課

電話
交換室

総務
部長室

応接室 市長室 秘書室 副市長室 総合政策
部長室

生涯学習課

文化スポーツ課

教育総務課

エレベーターエレベーター

トイレ

トイレ

教育長室

教育部長室 相談室 ステージ・控室・機械室

大ホール

トイレ 倉庫

産業経済
部長室

治水課 建設課下水道課

都市整備課 商工産業課

コピー室

市民福祉
部長室

建設
部長室

農林水産課 農業委員会

農山漁村整備課

観光まちづくり課

社会福祉課

子育て支援課

高齢福祉課

総合案内

税務課 市民生活課

保険年金課会計課

水道課

消防署

トイレ

宿直室

入口

入口

倉庫

倉庫

障害者用トイレ障害者用トイレ

トイレ

エレベーターエレベーター

授乳室

エレベーター

機械室

市民ホール

公衆電話

正面玄関
会計管理者室

入口

入口

（ 2階）

伊予
銀行
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地域の安全を守るために ～平成27年大洲市消防出初式～
　

平
成
27
年
大
洲
市
消
防
出
初
式
が
、

３
月
１
日
㈰
、
大
洲
市
民
会
館
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
昨
年
に
引
き
続
き
屋
内
で

の
開
催
と
な
り
、
市
内
各
地
か
ら
１
１

５
１
人
の
消
防
団
員
が
出
席
し
ま
し

た
。

　

式
典
で
は
、
殉
職
消
防
職
団
員
に
対

す
る
黙
と
う
を
捧
げ
、
そ
の
後
清
水
市

長
が
﹁
近
年
は
、
局
地
的
な
豪
雨
や
台

風
な
ど
で
災
害
が
頻
発
し
、
地
域
防
災

力
の
重
要
性
が
増
大
し
て
い
る
。ま
た
、

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
な
ど
の
発
生
も

予
測
さ
れ
、
地
域
防
災
体
制
の
確
立
が

課
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
、

み
な
さ
ん
と
共
に
、
安
全
で
安
心
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
た
い
﹂
と

式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

表
彰
で
は
、
活
動
に
功
績
の
あ
っ
た

２
９
８
人
の
団
員
な
ど
に
、
表
彰
状
や

感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
、
受
章
者
を
代
表

し
て
、
菅
田
分
団
岩
井
輝て
る

満み
つ

分
団
長
が

﹁
こ
の
た
び
表
彰
の
栄
に
浴
し
、
身
に

余
る
光
栄
で
あ
る
。
支
え
て
く
れ
た
家

族
や
活
動
へ
理
解
を
い
た
だ
い
た
職
場

の
み
な
さ
ん
に
感
謝
し
た
い
。今
後
も
、

消
防
の
使
命
と
任
務
の
重
要
性
を
再
認

識
し
、
職
務
に
励
み
た
い
﹂
と
謝
辞
を

述
べ
ま
し
た
。

　

今
年
の
出
初
式
で
は
、
式
典
中
の
音

楽
演
奏
を
大
洲
北
中
学
校
吹
奏
楽
部
が

行
い
、
表
彰
時
な
ど
の
雰
囲
気
を
盛
り

上
げ
ま
し
た
。
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今
回
の
出
初
式
で
、
表
彰
さ
れ
た
み

な
さ
ん
は
次
の
と
お
り
で
す
。

︵
敬
称
略
・
一
部
省
略
︶

  

消
防
庁
長
官
表
彰

永
年
勤
続
功
労
章
（
５
人
）

本
部
副
団
長　
　
　
　
　

岩
田　

清き
よ

一い
ち

本
部
副
団
長　
　
　
　
　

山
口　

喜よ
し

生お

本
部
副
団
長　
　
　
　
　

中
津　

博ひ
ろ

文ふ
み

大
谷
分
団　

分
団
長 
丸
川　

浩こ
う

一い
ち

大
洲
地
区
広
域
消
防
事
務
組
合 

消
防
司
令
長 

守
田　

嘉よ
し

洋ひ
ろ

  

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

功
績
章
（
１
人
）

本
部
副
団
長 

上
田　

恒つ
ね

雄お

精
績
章
（
４
人
）

本
部
副
団
長 

上
満　

啓ひ
ろ

司し

本
部
副
団
長 

万
願
寺
直な
お

記き

粟
津
分
団　

分
団
長 

芳
我
亀き

代よ

士し

大
谷
分
団　

分
団
長 

丸
川　

浩こ
う

一い
ち

勤
続
章
（
６
人
）

櫛
生
分
団　

副
分
団
長 

松
本　

壽か
ず

憲の
り

大
和
分
団　

団
員 

小
西　

繁し
げ

信の
ぶ

白
滝
分
団　

分
団
長 

松
岡　

幹み
き

雄お

白
滝
分
団　

部
長 

酒
井　

秀し
ゅ
う

治じ

白
滝
分
団　

班
長 

岡
本　

和か
ず

幸ゆ
き

河
辺
分
団　

団
員 

富
永　

正ま
さ

明あ
き

  

愛
媛
県
知
事
表
彰

功
労
章
（
10
人
）

菅
田
分
団　

分
団
長 

岩
井　

輝て
る

満み
つ

上
須
戒
分
団
分
団
長 

古
宅　

守も
り

男お

長
浜
分
団　

分
団
長 

大
谷　

喜よ
し

則の
り

喜
多
灘
分
団
分
団
長 

高
木　

房ふ
さ

雄お

櫛
生
分
団　

分
団
長 

松
田　

裕ひ
ろ

之ゆ
き

中
央
分
団　

分
団
長 

沖
野　

晃こ
う

己き

正
山
分
団　

分
団
長 

稲
田　

弘ひ
ろ

安や
す

大
谷
分
団　

副
分
団
長 

久
保　

壽と
し

男お

大
洲
地
区
広
域
消
防
事
務
組
合 

消
防
司
令 

德
永　

栄え
い

治じ

消
防
司
令 

川
上　

弘こ
う

二じ

  

愛
媛
県
消
防
協
会
長
表
彰

竿
頭
綬
（
１
団
）

市
消
防
団　

団
長 

中
川　

一い
ち

夫お

功
績
章
（
６
人
）

本
部
副
団
長 

上
満　

啓ひ
ろ

司し

本
部
副
団
長 

万
願
寺
直な
お

記き

肱
南
分
団　

分
団
長 

福
岡　
　

昇の
ぼ
る

肱
北
分
団　

分
団
長 

冨
永　

憲け
ん

司じ

平
野
分
団　

分
団
長 

宮
﨑　

宗む
ね

延の
ぶ

白
滝
分
団　

分
団
長 

松
岡　

幹み
き

雄お

勤
続
章
（
２0
年
以
上　

９
人
）

肱
北
分
団　

団
員 
梅
原　

康や
す

臣た
か

南
久
米
分
団
団
員 
神こ
う

山や
ま　

勝か
つ

行ゆ
き

大
川
分
団　

団
員 

大
下　

和か
ず

彦ひ
こ

柳
沢
分
団　

団
員 

田
中　

太た

一い
ち

柳
沢
分
団　

団
員 

宮
岡　

義よ
し

和か
ず

柳
沢
分
団　

団
員 

日
浦　
　

章あ
き
ら

柳
沢
分
団　

団
員 

石
岡　
　

正た
だ
し

三
善
分
団　

班
長 

矢
野　

秀ひ
で

明あ
き

白
滝
分
団　

団
員 

宮
本　

秀ひ
で

昭あ
き

勤
続
章
（
15
年
以
上　

２0
人
）

肱
南
分
団　

班
長 

吉
野　

龍り
ゅ
う

児じ

肱
北
分
団　

部
長 

岡　
　

達た
つ

也や

平
野
分
団　

班
長 

山
下　
　

力つ
よ
し

南
久
米
分
団
班
長 

奥
田　

誠せ
い

治じ

南
久
米
分
団
団
員 

菊菊菊
地　

辰た
つ

男お

菅
田
分
団　

班
長 

姫
地　

宏ひ
ろ

昭あ
き

大
川
分
団　

団
員 

泉　
　

吉よ
し

広ひ
ろ

柳
沢
分
団　

班
長 

小
西　

直な
お

徳の
り

粟
津
分
団　

班
長 

大
塚　

嘉よ
し

宏ひ
ろ

上
須
戒
分
団
班
長 

梶
谷　

博ひ
ろ

昭あ
き

長
浜
分
団　

班
長 

菊
地　

裕ゆ
う

司じ

櫛
生
分
団　

班
長 

大
木　
　

淳じ
ゅ
ん

出
海
分
団　

班
長 

尾
野　

忠た
だ

幸ゆ
き

出
海
分
団　

班
長 

西
川　

幸こ
う

治じ

大
和
分
団　

班
長 

大
石　

佳よ
し

史ひ
と

大
和
分
団　

班
長 

大
成　

輝て
る

彦ひ
こ

中
央
分
団　

班
長 

二
葉　

貴た
か

義よ
し

中
央
分
団　

班
長 

白
岩　

友と
も

和か
ず

正
山
分
団　

団
員 

中
岡　

輝て
る

義よ
し

予
子
林
分
団
班
長 

松
田　
　

勉つ
と
む

勤
続
章（
10
年
以
上
～
15
年
未
満
２8
人
）

肱
南
分
団　

団
員 

有
田　

大だ
い

樹き

肱
南
分
団　

班
長 

松
浦　

昭あ
き

憲の
り

肱
北
分
団　

班
長 

和
田　

晃あ
き

典の
り

平
野
分
団　

班
長 

牧
野　

哲て
つ

也や

南
久
米
分
団
班
長 

長
田　

正ま
さ

彦ひ
こ

菅
田
分
団　

班
長 

山や
ま

﨑ざ
き　

健け
ん

太た

菅
田
分
団　

班
長 

青
木　

勝か
つ

義よ
し

大
川
分
団　

部
長 

湖
東　

正ま
さ

光み
つ

大
川
分
団　

団
員 

山
本　

享た
か

志し

柳
沢
分
団　

班
長 

金
谷　

康や
す

典の
り

新
谷
分
団　

団
員 

仲
川　
　

勝ま
さ
る

新
谷
分
団　

団
員 

山
本　

秀ひ
で

明あ
き

粟
津
分
団　

団
員 

新
江　
　

栄さ
か
え

上
須
戒
分
団
団
員 

下
岡　

二じ

朗ろ
う

長
浜
分
団　

班
長 
久
保　

範の
り

恭や
す

長
浜
分
団　

団
員 
新し
ん

山や
ま　

博ひ
ろ

司し

出
海
分
団　

部
長 
矢
野　
　

寿ひ
さ
し

大
和
分
団　

団
員 

寺
田　
　

智さ
と
る

白
滝
分
団　

班
長 

新
田　

耕こ
う

士じ

白
滝
分
団　

班
長 

西
宮　

嘉よ
し

伸の
ぶ

白
滝
分
団　

班
長 

上
満　

耕こ
う

士じ

中
央
分
団　

団
員 

川
上　

和か
ず

洋ひ
ろ

大
谷
分
団　

団
員 

髙
尾　

真し
ん

二じ

岩
谷
分
団　

団
員 

東　
　

誠ま
さ

幸ゆ
き

予
子
林
分
団
団
員 

髙
岡　

寿と
し

光み
つ

河
辺
分
団　

分
団
長 

德
見　

和か
ず

也や

河
辺
分
団　

団
員 

古
野　

匡ま
さ

敏と
し

女
性
分
団　

班
長 

二
宮
小さ

百ゆ

合り

規
律
章
（
10
年
未
満
２
人
）

肱
北
分
団　

班
長 

川
井　

達た
つ

司じ

三
善
分
団　

団
員 

城
戸　

康や
す

博ひ
ろ

家
族
内
助
の
功
労
章
（
１
人
）

本
部
副
団
長 

中
津　

博ひ
ろ

文ふ
み

　
　
　
　
　
　
　

夫
人　

中
津　

寿ひ
さ

子こ

優
良
団
体
表
彰
（
２
団
体
）

新
谷
地
区
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ 

会
長 

神
田　

眞ま

弓ゆ
み

八
多
喜
地
区
自
主
防
災
組
織 

本
部
長 

後
藤　

松ま
つ

雄お

夫
婦
消
防
団
員
（
１
組
）

河
辺
分
団　

団
員 

片
山　
　

寬ひ
ろ
し

︵
夫
︶

女
性
分
団　

団
員 

片
山　

友と
も

江え

︵
妻
︶

親
子
消
防
団
員
（
１
組
）

河
辺
分
団　

団
員 

富
永　

忠た
だ

壽と
し

︵
親
︶

河
辺
分
団　

団
員 

富
永　

光こ
う

一い
ち

︵
子
︶

  

大
洲
市
長
表
彰
（
６２
人
）

  

大
洲
喜
多
消
防
団
連
合
会
長
表
彰

規
律
章
（
２２
人
）

勤
続
章
（
50
人
）

  

大
洲
市
消
防
団
長
表
彰
（
７２
人
） 
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　昨年1２月13日㈯・14日㈰、高知県で開催された第
5 回四国女子Ｕ

アンダー
－1２（1２歳以下） 8 人制サッカー大

会において、菅田Ｓ
エスエスエス

ＳＳパンサーズが見事優勝し、
全国大会への切符を手にしました。
　菅田ＳＳＳパンサーズは、平成 5 年にサッカーを通
じてコミュニケーションを図り、友だちの輪を広げても
らうことを目的に、大洲ＦＣパンサーズとして発足しま
した。昨年の 4 月から現在のチーム名に変更し、今年
で２２年目を迎える市内唯一の女子サッカーチームです。
　 ２ 月18日㈬、選手 ９ 人と監督が市役所を訪れて四
国大会の優勝と、 ２ 月２8日㈯・ 3 月 1 日㈰に滋賀県
野
や

洲
す

市で行われる、第 4 回びわ湖カップなでしこサ
ッカー大会（Ｕ－1２）出場の報告を行いました。

　

１
月
24
日
㈯
、
平
成
26
年
度
Ｎ
Ｈ
Ｋ

全
国
短
歌
大
会
の
入
賞
・
入
選
の
発
表

が
あ
り
、
長
浜
中
学
校
が
ジ
ュ
ニ
ア
の

部
中
学
校
部
門
で
学
校
大
賞
の
栄
冠
を

手
に
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
短
歌
と
い
う
伝
統
文

芸
を
新
し
い
時
代
の
人
に
も

受
け
継
い
で
も
ら
う
こ
と
を

願
っ
て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学

園
の
主
催
で
毎
年
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
長
浜
中
学
校
で
は
、

こ
の
大
会
に
10
年
前
か
ら
応

募
し
て
い
て
、
今
年
度
も
全

校
生
徒
１
５
２
人
が
短
歌
づ

く
り
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

国
語
科
担
当
の
祖
母
井
美み

香か

先
生
は﹁
子
ど
も
た
ち
の
、

日
常
生
活
の
中
で
気
づ
い
た

発
見
や
感
動
、
ユ
ー
モ
ア
の

感
覚
が
素
直
に
表
現
さ
れ

て
、
そ
れ
を
作
品
と
し
て
認

め
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
、
生

徒
た
ち
に
も
私
に
も
う
れ
し

い
こ
と
だ
﹂
と
受
賞
の
喜
び

長
浜
中
学
校
、
お
め
で
と
う
日
本
一

なでしこジャパンを目指して
　報告会で向井尚

なお

子
こ

キャプテンは「今までの練習の
成果を発揮し、みんなで助け合いながら優勝を目指
します」と全国大会への抱負を語りました。
　野洲市で行われた全国大会では、大阪府、山梨県、
熊本県のチームを相手に予選リーグを戦い、 3 試合
で 1 失点という堅守で 1 位通過し、決勝トーナメン
トに進みました。土砂降りの雨の中で行われたトー
ナメントでは、ぬかるみや水たまりに苦戦し、初戦
千葉県のチームに惜敗しました。その後順位決定戦
に進み、埼玉県のチームには勝利したものの、京都
府のチームに惜しくも敗れてしまいました。最終結
果は、参加3２チーム中 6 位入賞を果たし、さらにチ
ームワーク賞も受賞しました。

を
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
個
人
賞
と
し
て
ジ
ュ
ニ
ア
１

０
０
人
一
首
賞
に
３
人
、
入
選
に
13
人

の
生
徒
の
作
品
が
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

 

ジ
ュ
ニ
ア
100
人
一
首
賞 

一
藤
伊い

万ま

里り

さ
ん

部
活
中
窓
か
ら
の
ぞ
い
た
夕
焼
け
が
楽
譜
見
つ
め
る
横
顔
照
ら
す

槙
尾　

安あ
ん

奈な

さ
ん

雨
上
が
り
大
き
な
虹
が
掛
か
っ
た
よ
サ
ク
ソ
フ
ォ
ー
ン
の
ロ
ン
グ
ト
ー
ン
で

坂
本　

梨り

帆ほ

さ
ん

夏
の
雲
押
し
上
げ
る
よ
う
に
挙
手
を
す
る
自
信
な
い
ま
ま
答
え
た
英
語

（写真提供：パンサーズ）
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平
成
26
年
度 

大
洲
市
人
権
・
同
和
教
育
研
究
大
会

　

平
成
26
年
度
大
洲
市
人
権
・
同
和
教

育
研
究
大
会
が
、
２
月
20
日
㈮
、
国
立

大
洲
青
少
年
交
流
の
家
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

午
前
中
は
、
５
つ
の
分
科
会
に
お
い

て
10
本
の
実
践
報
告
が
あ
り
、
参
加
者

の
熱
心
な
協
議
が
な
さ
れ
、
差
別
の
な

い
社
会
こ
そ
が
、
住
み
よ
い
地
域
で
あ

り
、
誇
れ
る
ふ
る
さ
と
で
あ
る
と
、
差

別
解
消
へ
の
意
欲
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

  

午
後
か
ら
は
、﹁
も
う
少
し
お
も
し

ろ
く
し
ま
せ
ん
か
﹂
の
討
議
題
で
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
江
嶋
修し
ゅ
う

作さ
く

さ
ん
、
坂
田
か
お
り
さ
ん
、
瑠る

梨り

さ

ん
母は
は

娘こ

、
川
口
泰や
す

司し

さ
ん
ら
４
人
の
シ

ン
ポ
ジ
ス
ト
か
ら
は
、
貴
重
な
体
験
談

や
提
案
を
い
た
だ
き
研
修
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
の
発
言
の
一
部
を
紹

　肱川町山鳥坂の城戸壽
す

賀
が

俏竧
み

さんが、自主的な道路
清掃や草刈り活動による、道路の美化保全への貢献
をたたえられ、愛媛県政発足記念日知事表彰を受賞
されました。
　城戸さんは、平成 4 年に雑草をよけようとして道
路から崖下に転落した自転車通学の学生を助けて以
来、２0年以上活動を続けてこられました。
　 ２ 月２7日㈮、肱川支所にて表彰を受けた城戸さん
は「身に余る名誉をいただき、光栄だ。私がやらな
ければ誰がやる、という思いで今まで続けてきた。
この賞に恥じぬよう、元気が続く限り頑張っていき
たい」と述べられました。

　地域住民の模範として
～平成26年度愛媛県政発足記念日知事表彰～

　 ２ 月18日㈬、リジェール大洲において、「～大洲
の食

しょく
財
ざい

を味わう　進化系 “どんぶり飯” ～アマゴの
さつま・とんくりまぶし試食会」が開催されました。
　Ｏ級グルメは、過去 4 回で57品が認定されてい
るものの、供給体制や価格の点から提供店が限ら
れ、一般的な認知度が不足しているという問題点
がありました。そのため今年度は、過去に受賞し
た作品の中から ２ 品を選び、常時提供できる仕組
みづくりを行いました。
　市や飲食店関係者約40人が出席した試食会では、
冨永明

あき
佳
よし

大洲特産品開発普及委員長が「大洲には、
自慢できる料理があるのに生かされていない。今
回、アマゴのさつま・とんくりまぶしを提供でき
る 店 が 増 え た。
今後、大洲の料
理をさらに広め
ていきたい」と
抱負を述べられ
ました。

　大洲のグルメを召し上がれ

介
し
ま
す
。

　
﹁
差
別
を
さ
れ
て
う
れ
し
い
気
持
ち

に
な
る
人
は
い
な
い
で
し
ょ
う
。た
だ
、

差
別
す
る
人
が
一
番
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け

る
の
は
、
相
手
が
何
の
衝
撃
も
受
け
て

い
な
い
と
感
じ
る
と
き
で
す
。

　

私
た
ち
は
、
こ
れ
ま
で
の
長
い
間
、

部
落
差
別
解
消
を
目
指
し
て
闘
っ
て
き

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
差
別
の
実
態
は

大
き
く
改
善
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

今
の
若
い
世
代
の
な
か
に
は
、
差
別
に

へ
こ
た
れ
な
い
人
た
ち
が
育
っ
て
き
て

い
ま
す
。
差
別
す
る
あ
な
た
こ
そ
恥
ず

べ
き
で
は
な
い
か
と
、
堂
々
と
主
張
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
一
方
で

は
、
被
差
別
に
直
面
し
た
と
き
、
さ
ら

り
と
か
わ
す
生
き
方
も
で
き
ま
す
。
差

別
を
、
自
然
体
で
乗
り
越
え
る
力
が

徐
々
に
育
っ
て
き
て
い
ま
す
﹂
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大
洲
市
名
誉
市
民
称
号
贈
呈
式

　

中
村
修し

ゅ
う

二じ

教
授
記
念
講
演
要
約
文

「
青
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
開
発
か
ら
、

ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
ま
で
」

２
月
３
日
㈫ 

大
洲
市
民
会
館

ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
は
、
発
明
・
発
見

な
ん
で
す

　

最
初
に
言
い
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
し

て
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
発
表
後
の
紹
介
に
つ

い
て
な
ん
で
す
が
、
赤
崎
勇
先
生
、
天

野
浩
先
生
、
私
の
３
人
が
ノ
ー
ベ
ル
物

理
学
賞
を
同
時
に
受
賞
し
た
ん
で
す
け

れ
ど
も
、
日
本
の
報
道
で
は
、
赤
崎
、

天
野
氏
が
﹁
青
色
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
の

開
発
﹂、
中
村
氏
が
﹁
そ
の
量
産
化
技

術
の
開
発
﹂
な
ん
で
す
。
私
、
怒
っ
た

ん
で
す
よ
。﹁
量
産
化
技
術
で
ノ
ー
ベ

ル
賞
受
賞
な
ん
て
ど
こ
に
も
書
い
て
な

い
ぞ
﹂
っ
て
。

　

ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
と
い
う
の
は
、

ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ノ
ー
ベ
ル
の
遺
志
で

﹁
物
理
学
に
お
け
る
発
明
あ
る
い
は
発

見
に
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
授
与
す
る
﹂
っ
て

書
い
て
あ
る
ん
で
す
よ
。
発
明
・
発
見

な
ん
で
す
。
量
産
化
技
術
に
、
誰
も
賞

は
あ
げ
な
い
ん
で
す
よ
。
そ
れ
で
賞
を

も
ら
え
る
な
ら
、
日
本
の
製
造
業
は
、

世
界
で
一
番
量
産
化
技
術
が
得
意
で
す

か
ら
、
日
本
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
全
員
が

ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
を
受
賞
で
き
て
し

ま
い
ま
す
。

　

そ
の
こ
と
が
あ
っ
て
、
ノ
ー
ベ
ル
賞

授
賞
式
の
日
、
報
道
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

は
受
け
な
い
っ
て
言
っ
て
た
ん
で
す
。

そ
う
し
た
ら
、
記
者
に
﹁
メ
ダ
ル
の
感

触
は
ど
う
で
す
か
﹂
っ
て
突
然
質
問
さ

れ
て
﹁
そ
ん
な
ん
た
だ
の
金
属
や
﹂
っ

て
怒
っ
た
ん
で
す
。
す
る
と
次
の
日
、

﹁
中
村
氏
、
金
属
と
言
っ
た
﹂
っ
て
す

ご
い
記
事
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

学
生
時
代
の
こ
と

　

私
は
小
学
２
年
生
か
ら
大
洲
に
来

て
、
育
っ
た
ん
で
す
よ
。
大
洲
っ
て
い

い
と
こ
ろ
で
す
よ
。
盆
地
で
、静
か
で
。

み
ん
な
親
し
く
て
ね
。
高
校
生
の
み
な

さ
ん
、
勉
強
す
る
の
に
こ
ん
な
に
い
い

環
境
は
な
い
で
す
よ
。

　

喜
多
小
学
校
の
こ
ろ
は
、
遊
ん
で
ば

か
り
で
し
た
。
大
洲
北
中
学
校
で
は
、

兄
貴
が
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
の
キ
ャ
プ
テ

ン
を
し
て
い
て
、
バ
レ
ー
部
に
入
ら
さ

れ
た
ん
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
バ
レ
ー
部

が
ス
パ
ル
タ
な
ん
で
す
よ
。
朝
練
も
や

っ
て
、
夜
も
暗
く
な
る
ま
で
や
っ
て
。

当
時
は
体
育
館
が
な
く
て
、
外
で
フ
ラ

イ
ン
グ
レ
シ
ー
ブ
と
か
や
ら
さ
れ
て
傷

だ
ら
け
で
す
。
当
時
の
北
中
学
校
の
目

標
が
﹁
根
性
﹂
な
ん
で
す
。
そ
の
バ
レ

ー
部
が
弱
く
て
、
い
つ
も
負
け
る
ん
で

す
。
で
も
社
会
に
出
て
か
ら
す
ご
い
自

信
に
な
る
ん
で
す
よ
。
あ
れ
だ
け
苦
労

し
て
、
あ
れ
だ
け
負
け
て
も
や
り
続
け

る
。こ
れ
は
す
ご
い
自
信
に
な
り
ま
す
よ
。

　

高
校
は
、
大
洲
高
校
に
入
っ
た
ん
で

す
。
ま
た
バ
レ
ー
部
の
人
が
来
て
、
入

れ
っ
て
い
う
ん
で
、入
っ
た
ん
で
す
よ
。

大
洲
高
校
の
バ
レ
ー
部
も
弱
く
て
、
多

分
、勝
っ
た
こ
と
が
な
い
と
思
い
ま
す
。

練
習
も
厳
し
く
て
、
フ
ラ
イ
ン
グ
レ
シ

ー
ブ
何
回
や
っ
た
ら
強
く
な
る
と
か
言

っ
て
…
。

　

結
局
、高
校
３
年
間
部
活
動
や
っ
て
、

今
度
は
大
学
受
験
で
す
。
小
さ
い
こ
ろ

か
ら
算
数
・
数
学
、
物
理
は
好
き
だ
っ

た
ん
で
す
が
、
文
系
の
科
目
が
大
嫌
い

だ
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
、
徳
島
大
学

が
理
系
の
配
点
が
高
い
の
で
、
徳
島
大

学
工
学
部
に
進
学
し
ま
し
た
。
大
学
に

入
っ
た
ら
自
由
に
勉
強
で
き
る
と
思
っ

て
い
た
ん
で
す
が
、
入
っ
た
ら
２
年
間

は
教
養
課
程
と
い
う
の
が
あ
っ
て
、
一

般
教
養
を
つ
け
な
さ
い
、
と
い
う
わ
け

で
す
。
そ
う
し
た
ら
、
ま
た
文
系
の
科

目
で
す
。
も
う
嫌
に
な
っ
て
、
下
宿
に

閉
じ
こ
も
っ
て
仙
人
生
活
を
始
め
た
ん

で
す
。
６
カ
月
間
。
何
を
し
て
い
た
か

と
言
い
ま
す
と
、自
分
の
好
き
な
数
学
・

物
理
、
あ
る
い
は
哲
学
な
ど
の
本
を
読

ん
だ
ん
で
す
。
高
校
時
代
に
大
嫌
い
だ

っ
た
本
を
い
っ
ぱ
い
読
ん
だ
ん
で
す
。

　

そ
の
時
に
、
自
分
の
考
え
が
で
き
た

ん
で
す
。
自
我
に
目
覚
め
た
ん
で
す
。

自
分
の
言
う
こ
と
が
正
し
い
と
。

　

そ
う
し
た
ら
大
学
を
早
く
卒
業
し
た

い
と
思
っ
て
、
卒
業
の
た
め
の
試
験
の

テ
ク
ニ
ッ
ク
を
覚
え
た
ん
で
す
。
試
験

の
２
、
３
週
間
前
に
理
解
な
ん
て
せ
ず

に
、覚
え
る
ま
で
本
の
斜
め
読
み
を
４
、

５
回
や
る
ん
で
す
。
丸
暗
記
し
て
そ
の

ま
ま
試
験
で
百
点
満
点
と
れ
ま
し
た
。

こ
れ
で
、
徳
島
大
学
電
子
工
学
科
で
一

番
に
な
っ
た
ん
で
す
よ
。
で
も
、
２
、

３
週
間
で
全
部
忘
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、

何
に
も
意
味
な
い
で
す
。
本
当
の
勉
強

と
い
う
の
は
、
好
き
で
理
解
し
な
い
と

ダ
メ
で
す
。

日
本
の
た
め
に
も
海
外
へ

　

一
方
、
ア
メ
リ
カ
は
好
き
な
科
目
を

選
択
し
て
勉
強
で
き
る
の
で
、
若
い
人

は
ど
ん
ど
ん
ア
メ
リ
カ
に
行
っ
て
ほ
し

い
で
す
。

　

今
の
日
本
の
一
番
の
課
題
は
、
グ
ロ

ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
日
本
は
素

晴
ら
し
い
製
品
を
作
る
ん
で
す
。
携
帯
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電
話
も
世
界
で
一
番
い
い
も
の
を
作
っ

た
。
太
陽
電
池
も
、
テ
レ
ビ
も
、
シ
リ

コ
ン
の
半
導
体
も
全
部
そ
う
。
で
も
、

今
、
落
ち
込
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
は
日

本
国
内
だ
け
で
売
っ
て
、
外
国
に
売
れ

な
い
か
ら
な
ん
で
す
。
私
が
思
う
に
、

こ
れ
は
言
葉
の
問
題
な
ん
で
す
よ
。
英

語
が
で
き
な
い
。
高
校
生
、
大
学
生
で

外
国
に
５
年
行
っ
た
ら
若
い
か
ら
ペ
ラ

ペ
ラ
に
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
チ
ャ
ン
ス
が

あ
っ
た
ら
、
特
に
ア
メ
リ
カ
に
行
っ
て

く
だ
さ
い
。
日
本
を
外
か
ら
見
た
ら
、

み
な
さ
ん
の
人
生
観
が
ガ
ラ
ッ
と
変
わ

り
ま
す
。

　

日
本
の
場
合
、
有
名
高
校
、
有
名
大

学
、
有
名
企
業
、
こ
れ
が
エ
リ
ー
ト
コ

ー
ス
で
す
。
で
も
、
定
年
ま
で
永
遠
の

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
す
。
経
済
が
悪
い
と

レ
イ
オ
フ
︵
一
時
解
雇
︶
で
す
。
ア
メ

リ
カ
で
優
秀
な
学
生
は
、
自
分
で
会
社

を
起
こ
す
か
、中
小
企
業
に
入
り
ま
す
。

だ
れ
も
大
手
に
行
き
ま
せ
ん
。
全
然
考

え
方
が
違
う
ん
で
す
。こ
う
い
う
の
は
、

日
本
に
い
た
ら
分
か
り
ま
せ
ん
。ぜ
ひ
、

海
外
に
出
て
ほ
し
い
で
す
。
そ
れ
が
日

本
の
た
め
で
す
か
ら
。

青
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
と
の
出
会
い

　

徳
島
大
学
を
早
く
卒
業
し
よ
う
と
思

っ
た
ん
で
す
け
ど
、
卒
業
研
究
を
始
め

た
ら
面
白
く
な
っ
て
、
修
士
課
程
ま
で

い
っ
て
卒
業
し
た
ん
で
す
。
そ
れ
か
ら

徳
島
県
阿
南
市
の
日
亜
化
学
工
業
株
式

会
社
に
入
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
赤
色
Ｌ

Ｅ
Ｄ
や
そ
れ
に
使
う
結
晶
成
長
な
ど
を

や
っ
た
ん
で
す
。
入
社
し
て
か
ら
10
年

間
で
、
３
つ
く
ら
い
製
品
化
し
た
ん
で

す
け
ど
、
売
れ
な
く
て
赤
字
だ
っ
た
ん

で
す
。
そ
う
し
た
ら
、
会
社
の
お
偉
い

さ
ん
が
﹁
責
任
と
っ
て
辞
め
ろ
﹂
っ
て

言
う
ん
で
す
。そ
れ
で
私
も
頭
に
き
て
、

じ
ゃ
あ
辞
め
て
や
ろ
う
と
、
辞
め
る
前

に
好
き
な
こ
と
を
や
っ
て
や
ろ
う
と
。

そ
れ
が
青
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
︵
発
光
ダ
イ
オ
ー

ド
︶
だ
っ
た
ん
で
す
。

　

会
長
の
オ
フ
ィ
ス
に
行
っ
て
、
辞
め

る
覚
悟
で
﹁
青
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
や
ら
し
て
く

だ
さ
い
﹂
っ
て
言
っ
た
ら
、﹁
い
い
よ
﹂

っ
て
言
う
ん
で
す
。﹁
じ
ゃ
あ
、
５
億

円
出
し
て
く
だ
さ
い
﹂
っ
て
言
っ
た

ら
、
こ
れ
も
﹁
い
い
よ
﹂
で
す
よ
。
ほ

ん
の
５
分
、
10
分
の
話
で
し
た
。
そ
れ

で
、
Ｍ
Ｏ
Ｃ
Ｖ
Ｄ
︵
青
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
材

料
の
結
晶
成
長
に
使
う
装
置
︶
の
研
究

に
一
年
間
フ
ロ
リ
ダ
大
学
に
行
っ
た
ん

で
す
。
そ
う
し
た
ら
、
ド
ク
タ
ー
コ
ー

ス
の
学
生
が
言
う
ん
で
す
。﹁
あ
な
た
、

ド
ク
タ
ー
︵
博
士
課
程
︶
持
っ
と
る
か
﹂

﹁
論
文
書
い
た
か
﹂。
徳
島
大
学
で
は
、

修
士
課
程
し
か
出
て
な
い
か
ら
博
士
課

程
は
持
っ
て
な
い
し
、
論
文
も
書
い
て

な
い
ん
で
す
。
そ
う
す
る
と
扱
い
が
ガ

ラ
ッ
と
変
わ
る
ん
で
す
。
ア
メ
リ
カ
の

科
学
者
、
研
究
者
は
ド
ク
タ
ー
を
持
っ

て
い
ま
す
。
ド
ク
タ
ー
を
持
っ
て
い
な

い
人
は
、
テ
ク
ニ
シ
ャ
ン
︵
科
学
者
、

研
究
者
の
手
伝
い
︶
な
ん
で
す
。
で
す

か
ら
、
科
学
者
を
目
指
す
人
は
、
必
ず

ド
ク
タ
ー
を
持
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。

　

そ
れ
で
、
帰
国
し
て
か
ら
論
文
を
書

い
て
ド
ク
タ
ー
を
取
る
こ
と
が
夢
に
な

っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
が
１
９
８
９
年
。

世
界
初
の
高
輝
度
青
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
発
明

　

青
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
材
料
に
は
、
二
つ
あ

っ
て
、
一
つ
は
セ
レ
ン
化
亜
鉛
、
も
う

一
つ
が
窒
化
ガ
リ
ウ
ム
。
当
時
、
世
界

中
の
研
究
者
は
、
セ
レ
ン
化
亜
鉛
を
選

ん
で
い
ま
し
た
。
窒
化
ガ
リ
ウ
ム
は
、

ほ
ん
の
数
グ
ル
ー
プ
で
し
た
。
セ
レ
ン

化
亜
鉛
は
論
文
が
山
の
よ
う
に
あ
り
、

窒
化
ガ
リ
ウ
ム
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ

ん
。
窒
化
ガ
リ
ウ
ム
な
ら
論
文
が
か
け

る
と
思
っ
て
選
び
、
そ
れ
が
た
ま
た
ま

発
明
に
つ
な
が
っ
た
ん
で
す
。

　

最
初
、
市
販
で
２
億
円
の
Ｍ
Ｏ
Ｃ
Ｖ

Ｄ
を
買
っ
た
ん
で
す
。
で
も
全
然
で
き

な
く
て
困
っ
て
、
改
造
を
始
め
た
ん
で

す
。
そ
こ
で
、
中
学
、
高
校
時
代
の
バ

レ
ー
で
苦
労
し
た
当
時
を
思
い
出
し

て
、
そ
れ
か
ら
一
年
半
、
休
み
な
し
。

午
前
中
は
装
置
の
改
造
、午
後
は
反
応
。

こ
れ
を
一
年
半
。
そ
し
た
ら
い
い
装
置

が
で
き
た
ん
で
す
。﹁
ツ
ー
フ
ロ
ー
Ｍ

Ｏ
Ｃ
Ｖ
Ｄ
﹂
と
い
っ
て
、
90
年
の
10
月

の
こ
と
で
す
。
こ
こ
か
ら
世
界
一
に
な

っ
た
ん
で
す
。
窒
化
ガ
リ
ウ
ム
あ
る
い

は
窒
化
イ
ン
ジ
ウ
ム
ガ
リ
ウ
ム
が
、
ど

ん
な
結
晶
と
く
ら
べ
て
も
世
界
一
な
ん

で
す
よ
。
こ
れ
が
異
常
な
く
ら
い
発
光

す
る
ん
で
す
。

　

中
学
、
高
校
時
代
に
、
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
で
苦
労
し
て
、そ
れ
で
も
勝
て
な
い
。

負
け
続
け
て
も
、
そ
れ
で
も
や
る
。
そ

れ
が
非
常
に
自
信
に
な
り
ま
す
。
苦
労

は
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
る
ん
で
す
。
私
は

そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
っ
て
﹁
ツ
ー
フ

ロ
ー
Ｍ
Ｏ
Ｃ
Ｖ
Ｄ
﹂を
つ
く
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
93
年
末
に
窒
化
イ
ン
ジ
ウ
ム

ガ
リ
ウ
ム
を
発
光
さ
せ
た
高
輝
度
の
青

色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
、
世
界
で
初
め
て
発
明
し

た
ん
で
す
。
そ
れ
が
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受

賞
し
た
理
由
で
す
。

　

会
場
の
高
校
生
の
み
な
さ
ん
、
高
校

時
代
に
い
ろ
ん
な
苦
労
が
あ
る
と
思
う

ん
で
す
け
ど
、
そ
れ
を
生
か
し
て
、
ぜ

ひ
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

※これは、講演を要約したものです。講演の様子は、ＤＶＤにより市立図書館で貸し出しています。
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★
　今では「たくさん飲めて、長く保温で
きる」という点で、マグカップで飲むこ
とが多くなりました。ティーポットは電
気ポットに、茶葉はティーバッグに変わ
りました。「午後の紅茶」を楽しむ人は
減りましたが、スコーンやケーキを片手
に友だちと話をしに喫茶店に行く女性は
多くいます。
　「T

トワイニング

winings」「Y
ヨークシャー

orkshire T
ティー

ea」「PG 
T
ティップス
ips」が人気のブランドです。私はアール

グレイにミルク、砂糖を少し入れ、チョコ
ビスケットを食べるのがとても好きです。
　疲れた時には、紅茶を一杯飲んでみて
はいかがですか。リフレッシュできますよ。

　イギリス人にとって、紅茶は特別な存
在です。イギリスでは、多くの人が紅茶
を楽しんでいます。紅茶は、体を温め、
リラックスさせてくれるので、一杯の紅
茶で一日をスタートさせる人が多くいま
す。私たちは、心配事やストレスなどが
ある人に、ティーカップを差し出します。
紅茶がすべてを解決してくれます。
　17世紀、紅茶はぜいたく品で上流階級
だけで飲まれていました。貴族の女性は、
豪華な食器でティーパーティーを開いて
いました。そのうち密輸する人が増えた
ため紅茶の価格が下落し、多くの人が楽
しめるようになりました。1９世紀になると、
お店に紅茶を飲みに行くのが女性の間で
流行しました。朝遅くに朝食をとる公爵
夫人たちの間で、午後にサンドウィッチ
と一緒に紅茶を飲み、一休みする「午後
の紅茶」と呼ばれる習慣が流行しました。
その後、紅茶を飲みながらバターを塗っ
たパンやスコーン、ケーキ、ビスケット
などが食べられ、社交の場となりました。

ＡＬＴ（外国語指導助手）のつぶやき
イギリスの紅茶文化

ジェニファー・シングルトンさん
イングランド出身
1 年目

「 大洲は、景色がとても良く、
みんなとても優しい」

おおずの女性 ～輝いて今～

　

大
洲
市
連
合
婦
人
会
大
会
が

３
月
２
日
㈪
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ

ー
４
階
多
目
的
ホ
ー
ル
で
約
１

５
０
人
が
出
席
し
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
年
は
、
連
合
婦
人
会
が
発

足
し
て
60
周
年
に
あ
た
る
た
め
、

60
周
年
記
念
大
会
と
し
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
行
事
で
三
好
康や
す

子こ

会
長

は
﹁
大
洲
市
連
合
婦
人
会
は
、
今

年
で
結
成
か
ら
60
年
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
た
。
こ
こ
ま
で
続
け

て
こ
ら
れ
た
先
輩
に
感
謝
を
し

た
い
。
こ
れ
か
ら
も
、
地
域
の
女

性
が
手
を
取
り
合
い
、
心
の
絆

を
結
ぶ
と
と
も
に
地
域
の
幸
せ
、

発
展
に
努
め
た
い
﹂
と
あ
い
さ
つ

さ
れ
ま
し
た
。

６0
年
の
節
目
を
迎
え
て　
～
大
洲
市
連
合
婦
人
会
大
会
～

　

そ
の
後
、
多
年
に
わ
た
る
活
動

が
他
の
模
範
と
な
る
６
婦
人
会

に
、
優
良
婦
人
会
と
し
て
表
彰
状

が
贈
ら
れ
、
婦
人
会
活
動
と
社
会

教
育
振
興
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
三

好
会
長
に
は
、
教
育
長
か
ら
感
謝

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
上か
み

野の

マ
リ
ヱ
副
会

長
に
よ
る
﹁
女
性
の
力
で
地
域
に

活
力
を
！
子
ど
も
に
笑
顔
を
！
﹂

を
テ
ー
マ
と
し
た
研
究
発
表
の

後
、
愛
媛
県
教
育
委
員
会
生
涯
学

習
課
佐
藤
郁い
く

子こ

係
長
に
よ
る
﹁
笑

顔
い
っ
ぱ
い
・
夢
い
っ
ぱ
い　

地

域
を
つ
な
ぐ
婦
人
会
活
動
﹂
と
題

し
た
記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
参
加
し
た
会
員
は
、
こ
れ
か

ら
の
婦
人
会
活
動
の
参
考
に
し
よ

う
と
、熱
心
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。
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　桜見物の好季節となりましたが、いかがお過ごしで
しょうか。春先は大洲城の桜がとてもきれいに咲き誇
り、花見や散歩を楽しむ人でにぎわいます。平成16年
に主に市民による寄付によって復元された天守は、世
界に誇れる大洲の魅力の一つです。まだ一度も足を運
んだことが無い人は、桜のきれいなこの時期に大洲城
を訪れてみてはいかがでしょうか。

大洲商工会議所青年部　大洲ご当地クイズ

※今月のクイズの答えは、広報大洲 5 月号に掲載します。

【先月号のクイズの解答・解説】
　HONKIプロジェクトのHONKIとは、なんの事でし
ょうか。
①　大人が本気になった気持ちを表した。
②　メンバーの名前の頭文字を一文字ずつ表した。
③　 4 つの地域の頭文字と愛を掛けあわせて表した。

解答…③
解説…肱川（H）、大洲（O）、長浜（N）、河辺（K）、愛（I）
を掛けあわせたもの。総勢1,040人が参加した、音頭ム
ービーのプロジェクト
名がHONKIプロジェク
ト。大洲の良い所がたく
さん詰まったムービーが
完成しました。ぜひご覧
ください。

【今月のクイズ】

　大洲城には、隠された彫り物（木で彫った置物）
があります。それは次のうちどれでしょう。

①　「ネズミ」と「テントウムシ」
②　「ツル」と「カメ」
③　「ヘビ」と「ネズミ」

　

大
洲
藩
11
代
藩
主
加
藤
泰
幹
は
、
文ぶ
ん

化か

10
年
︵
１
８
１
３
︶
泰や
す

済ず
み

の
子
と
し

て
大
洲
に
生
ま
れ
、
文ぶ
ん

政せ
い

９
年
︵
１
８

２
６
︶
父
泰
済
の
死
去
に
伴
い
家
督
を

相
続
し
ま
し
た
。

　

泰
幹
の
藩
主
就
任
時
は
、
大
洪
水
の

直
後
で
あ
っ
た
た
め
、
藩
で
は
厳
し
い

経
費
節
減
を
図
っ
て
い
ま
し
た
。
泰
幹

は
、
こ
れ
に
加
え
て
文
政
11
年
︵
１
８

２
８
︶
よ
り
３
年
間
、
役
所
予
算
の
２

割
削
減
を
実
施
し
、
天て
ん

保ぽ
う

４
年
︵
１
８

３
３
︶
に
は
省
略
令
を
５
年
延
長
し
た

ほ
か
、
修
繕
は
一
切
認
め
な
い
と
い
う

厳
し
い
も
の
と
し
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
度
重
な
る
洪
水
に
悩
ん
だ

泰
幹
は
、
天
保
２
年
︵
１
８
３
１
︶
矢

落
川
と
肱
川
が
合
流
す
る
付
近
の
川
幅

が
狭
い
こ
と
か
ら
、
五
郎
慶け
い

雲う
ん

寺じ

山
の

一
部
を
削
っ
て
川
幅
を
広
げ
る
大
規
模

な
治
水
工
事
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
泰
幹
は
父
泰
済
が
取
り
組
ん

で
い
た
﹃
韓か
ん

魏ぎ

公こ
う

集し
ゅ
う

﹄
刊
行
の
意
志
を

引
き
継
ぎ
ま
す
。
喪
中
で
あ
っ
て
も
作

業
を
継
続
し
、天
保
12
年
︵
１
８
４
１
︶

か
ら
３
年
間
か
け
て
本
文
を
完か
ん

刻こ
く

し
、

弘こ
う

化か

３
年
︵
１
８
４
６
︶
儒じ
ゅ

者し
ゃ

林は
や
し

檉て
い

宇う

の
序
文
を
冠
し
て
江
戸
の
玉ぎ
ょ
く

山ざ
ん

堂ど
う

な

ど
か
ら
出
版
し
ま
し
た
。

　

泰
幹
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
﹃
韓
魏

公
集
﹄
は
17
冊
に
も
の
ぼ
り
、
泰
済
時

代
に
刊
行
さ
れ
た
﹃
別
録
﹄、﹃
遺い

事じ

﹄、

﹃
家か

傳で
ん

﹄
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

た
め
、﹃
別
録
﹄、﹃
遺
事
﹄、﹃
家
傳
﹄

は
泰
済
版
と
泰
幹
版
の
二
種
類
が
存
在

し
て
い
ま
す
。

　

父
の
偉
業
を
達
成
し
た
泰
幹
は
、
嘉か

永え
い

２
年
︵
１
８
４
９
︶
中ち
ゅ
う

風ふ
う

︵
脳
卒
中

に
よ
る
半
身
不
随
な
ど
︶
を
病
み
、
嘉

永
６
年
︵
１
８
５
３
︶
江
戸
に
お
い
て

41
歳
で
没
し
ま
し
た
。

　

遺
骸
は
海か
い

禅ぜ
ん

寺じ

に
葬
ら
れ
、
遺
髪
は

龍り
ょ
う

護ご

山ざ
ん

曹そ
う

渓け
い

院い
ん

に
埋
葬
さ
れ
、
墓
所
は

父
泰
済
の
墓
所
の
裏
に
造
ら
れ
て
い
ま

す
。

加 

藤 

泰 

幹
（
か
と
う
や
す
も
と
）

加藤泰幹の墓所（龍護山）

大洲藩主加藤家の文化財（第拾壱幕）
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文化財
松
ま つ

平
だ い ら

定
さ だ

信
の ぶ

筆
ひ つ

八
は ち

幡
ま ん

神
じ ん

社
じ ゃ

額
が く

書
し ょ

並びに扁
へ ん

額
が く

　
大洲市指定有形文化財（書跡）
八幡神社所有

　大洲領総鎮守八幡神社の拝
は い

殿
で ん

には、「八幡宮」
と書かれた扁額が掲げられています。これは、
寛
か ん

政
せ い

3 年（17９1）11月、時の老中松平定信（白
河藩主）が八幡神社へ奉納した書跡をもとに作
られたものです。
　この書跡は、定信の継

け い

室
し つ

である隼
は や

姫（大洲藩
7 代藩主加藤泰

や す

武
た け

の娘）が病気になった際に、
八幡神社が献上した祈

き

祷
と う

札によって病気が回復
したことや、定信の子を懐妊して同年 ９ 月には
男子（のちの松平定

さ だ

永
な が

）が無事に誕生したこと
から、そのお礼として定信自ら筆をとったもの
です。
　「八幡宮」の文字には、神の使いとされる鳩10
羽が隠されていて、定信の遊び心が感じられる
ほか、幕府の要職にあった定信と大洲藩との深
い関わりを知る貴重な資料です。

（昭和46年 8 月30日指定）

野　鳥

アカガシラサギ（赤頭鷺）
ペリカン目サギ科
全長　45㎝

　県内では珍しいサギの仲間で、市内にも時折現
われますが、ほとんど冬羽の時です。一見ゴイサ
ギの幼鳥（ホシゴイとも呼ばれる）にも似ていて、
飛ぶとコサギのようにも見えることから、もっと
頻繁に飛来しているのかもしれません。
　越冬期の記録が多いため、名前の由来となった
赤い頭の夏羽は、めったに出会えることがありま
せん。また、珍しい割には、伊予大洲駅近くのレ
ンコン畑に出現するところをみると、人を恐れる
ことはあまりないようで、素知らぬふりで私たち
の生活に溶け込んでいるようにも思えます。
　野鳥にかかわらず、全ての生き物を一歩踏み込
んで見つめることで、知らない世界が見えてくる
ことがあります。全ての事に興味を持ちながら、
自分なりの考えを持つ事で、必ず人生が豊かにな
ると私は信じています。

ＮＰＯ法人かわうそ復活プロジェクト㋟

事
業
所
が
消
防
団
活
動
を
応
援

～
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
証
交
付
式
～

　

消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
証
交
付
式

が
、
２
月
20
日
㈮
、
大
洲
消
防
署
で
あ

り
ま
し
た
。

　

消
防
団
員
に
な
っ
て
い
る
従
業
員
を

数
多
く
雇
用
し
、
活
動
に
理
解
の
あ
る

事
業
所
と
し
て
認
め
ら
れ
た
、
Ｊ
Ａ
え

ひ
め
ア
イ
パ
ッ
ク
ス
株
式
会
社
︵
写
真

の
前
列
右
か
ら
２
番
目
︶、
株
式
会
社
西

田
興
産︵
写
真
の
前
列
左
か
ら
２
番
目
︶、

愛
媛
た
い
き
農
業
協
同
組
合
︵
写
真
の

前
列
中
央
︶
の
３
事
業
所
に
、
清
水
市

長
か
ら
表
示
証
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

清
水
市
長
は
﹁
消
防
団
は
、
共
助
の

大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
が
、
団
員

の
不
足
な
ど
で
活
動
が
厳
し
く
な
っ
て

い
る
と
伺
っ
て
い
る
。
今
後
も
協
力
事

業
所
を
増
や
し
て
、
団
の
環
境
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
﹂
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し

た
。

　

大
洲
市
消
防
団
の
中
川
団
長
が
﹁
消

防
団
は
、
多
種
多
様
な
災
害
現
場
で
危

険
と
隣
り
合
わ
せ
の
活
動
を
し
て
い

る
。
今
回
、
３
事
業
所
で
、
安
心
し
て

出
動
で
き
る
環
境
が
整
っ
た
。
こ
れ
か

ら
も
協
力
事
業
所
が
増
え
る
よ
う
に
、

団
と
し
て
も
啓
発
活
動
を
し
て
い
き
た

い
﹂
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
交
付
式
開
催
以
降
に
大
洲
市

森
林
組
合
お
よ
び
Ｋ
Ｌ
Ｃ
株
式
会
社
か

ら
申
し
出
が
あ
り
、
３
月
10
日
付
で
表

示
証
の
交
付
を
行
い
、
市
内
の
消
防
団

協
力
事
業
所
数
は
５
事
業
所
と
な
り
ま

し
た
。

　

現
在
、
全
国
の
消
防
団
員
の
約
７
割

は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
の
被
雇
用
者

で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
大
洲
市

で
も
、
消
防
団
員
１
４
７
１
人
の
う
ち

約
78
パ
ー
セ
ン
ト
に
当
た
る
１
１
４
６

人
が
被
雇
用
者
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
今
後
も
こ
の
制
度
の
普
及

に
努
め
、
協
力
事
業
所
を
増
や
す
こ
と

に
よ
り
、
消
防
団
に
入
団
し
や
す
く
、

団
員
と
し
て
活
動
し
や
す
い
環
境
整
備

を
図
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

危
機
管
理
課
消
防
係
☎
㉔
１
７
４
２
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シリーズ
大洲市を守る消防団員の活動や取り組みを、シリーズでご紹介します。

地域を守るエキスパート　№6



生命・財産は自分たちで守ろう
～肱川自主防災組織 5 地区合同防災訓練～

　防災意識の高まりを受けて、肱川地域で初めての自
主防災組織 5 地区合同防災訓練が、地域住民約９00人
の参加で行われました。
　参加者は、午前 ９ 時の放送とサイレンを合図に、安
否確認を行いながら指定避難場所へ移動しました。避
難所では、起

き

震
しん

車や煙体験、ＡＥＤ講習、水消火器で
の消火活動などを行いました。

２ 月 8 日㈰

雨ニモマケズ風ニモマケズ
～第1６回しおかぜウォークなのはな大会～

　四国旅客鉄道株式会社松山駅主催のウォーキング大
会が、伊予長浜駅～伊予上灘駅間で開催されました。
　あいにくの雨となりましたが、参加者たちは雨対
策、防寒対策を万全にし、元気よく約16㎞の行程を歩
きました。
　「今坊しおさい市」に設けられた休憩所では、たい飯
やたこ飯、漬物に参加者たちが舌鼓を打っていました。

ぬくもりのある地域づくりを目指して
～今坊公民館・友愛館大会～

　平成２6年度今坊公民館・友愛館大会が、「ぬくもり
のある地域づくりを目指して」を大会テーマに、今坊
教育集会所で開催されました。
　当日は、地元の小中学生による発表のほか、全国隣
保館連絡協議会常任顧問中尾由

ゆ

喜
き

雄
お

さんを講師に迎
え、震災時の体験を交えた貴重な講演を聞くことがで
きました。

２ 月 ７ 日㈯

3 月 1 日㈰

天使の歌声をみなさんに
～第２0回大洲少年少女合唱団定期演奏会～

　第２0回大洲少年少女合唱団の定期演奏会が、大洲市
民会館大ホールで開催されました。
　今回は「定演２0回ありがとう」をテーマに、宮﨑駿

はやお

アニメメドレー・T
トゥモロー

omorrow・翼をくださいなどの曲
を披露しました。
　合唱団の児童たちは、300人を超える観客の前で、
日ごろの練習の成果を発揮しました。

２ 月２8日㈯
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沖
浦
観
音
春
季
大
祭

　

毎
年
恒
例
の
沖
浦
観
音
春
季
大
祭
が

行
わ
れ
ま
す
。

　

国
指
定
重
要
文
化
財
の
木
造
十
一
面

観
音
立り
ゅ
う

像ぞ
う

と
桜
の
名
所
で
知
ら
れ
る
沖

浦
観
音
祭
り
に
、
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

【
日　

時
】
４
月
17
日
㈮ 

午
前
11
時
～

【
場　

所
】

萬ば
ん

松し
ょ
う

山ざ
ん

瑞ず
い

龍り
ょ
う

寺じ

︵
長
浜
町
沖
浦
︶

【
内　

容
】

観
音
法
要
、
餅
ま
き
・
福
ま
き
、
大
正

琴
、
ベ
リ
ー
ダ
ン
ス
、
豊
年
踊
り

【
問
い
合
わ
せ
先
】

長
浜
支
所　

☎
�
１
１
９
８

　

第
11
回
上
須
戒
さ
く
ら
ま
つ
り

　

満
開
の
桜
と
バ
ザ
ー
、
も
ち
ま
き
、

お
菓
子
ま
き
な
ど
の
楽
し
い
催
し
で
、

み
な
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

【
日　

時
】
４
月
５
日
㈰

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時　

【
場　

所
】
上
須
戒
ふ
れ
あ
い
広
場

︵
旧
大
洲
少
年
自
然
の
家
︶

【
主　

催
】

さ
く
ら
ま
つ
り
実
行
委
員
会

【
問
い
合
わ
せ
先
】

Ｊ
Ａ
上
須
戒
出
張
所　

☎
㉖
０
０
２
１

上
須
戒
公
民
館　
　
　

☎
㉖
０
１
４
６

　

春
の
鹿
野
川
湖
周
遊
企
画

　

肱
川
の
花
の
見
頃
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。
ぜ
ひ
、
お
越
し
だ
さ
い
。

▽
さ
く
ら　
　

３
月
下
旬
～
４
月
上
旬

▽
し
ゃ
く
な
げ
４
月
上
旬
～
中
旬

▽
つ
つ
じ　
　

４
月
下
旬
～
５
月
上
旬

行　事　名 期　　日 場所など

しゃくなげ俳句大会 4 月1２日㈰ 肱川風の博物館・歌麿館

鹿野川湖ゲートボール大会 4 月２２日㈬
予備日：２4日㈮ 大駄場ふれあい広場

えびね展示即売会 4 月２5日㈯～２９日㈬ 丸山公園（しゃくなげ谷入口）

　

 

春
の
鹿
野
川
湖
フ
ォ
ト

　

コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

【
テ
ー
マ
】

肱
川
町
春
の
風
景

【
応
募
上
の
注
意
】

　

春
の
鹿
野
川
湖
周
遊
企
画
期
間
中
に

撮
影
し
た
未
発
表
の
作
品
に
限
り
ま
す
。

　

応
募
は
、
１
人
３
点
ま
で
で
す
。

【
サ
イ
ズ
】

四
ツ
切
、
ワ
イ
ド
四
ツ
切
お
よ
び
こ
れ

に
準
ず
る
も
の

【
締
め
切
り
】
６
月
30
日
㈫

※
当
日
消
印
有
効

【
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先
】

〒
７
９
７
・
１
５
９
２

大
洲
市
肱
川
町
山
鳥
坂
74
番
地

肱
川
支
所　

地
域
振
興
課

☎
㉞
２
３
１
１
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　「第 3 回銀河鉄道９９９イラスト審査会」（主催：
新谷一万石まちおこしの会）を、10月18日㈰に
開催します。全応募作品を、漫画家松本零

れ い

士
じ

先
生が審査します。

【テーマ】銀河鉄道９９９に関するもの
【規　格】 4 つ切り画用紙サイズ
【応募方法】
作品の裏に、絵のタイトル・氏名・年齢（学年）・
郵便番号・住所・電話番号を記入し送付
※ 作品の返送はできませんが、イベント終了後、

1 カ月間は公民館で保管します。
【締め切り】 ９ 月11日㈮
【賞金・賞品】
松本零士大賞ほか全ての賞
に賞金、賞状、楯、サイン
を贈呈

【応募、問い合わせ先】
〒7９5－0071
大洲市新谷乙1507番地第 3
新谷公民館　☎２5－00２4

　看護週間行事として、一日看護体験の参加者
を募集しています。
　希望する人は、往復はがきに「ふれあい看護
体験参加希望」と明記のうえ、住所・氏名（フ
リガナ）・年齢・性別・職業（学生は学校名・学
年）・電話番号・洋服、靴サイズ・中学、高校生
の場合は学校の許可の有無を記入し、各施設に
直接申し込みください。

【実施施設・募集人員・期日】
▽大洲中央病院　　　10人　　 5 月11日㈪
▽喜多医師会病院　　 5 人　　 5 月14日㈭
▽市立大洲病院　　　 5 人　　 5 月15日㈮

【応募締切日】 4 月２4日㈮
【申し込み・問い合わせ先】
▽大洲中央病院　　　☎２4－4551
　〒7９5－8507　大洲市東大洲 5 番地
▽喜多医師会病院　　☎２5－0535
　〒7９5－8505　大洲市徳森２63２番地 3
▽市立大洲病院　　　☎２4－２151
　〒7９5－8501　大洲市西大洲甲570番地

　 銀河鉄道999イラスト募集　「ふれあい看護体験」参加者募集

　
平
成
27
年
度　

が
ん
ば
る
ひ
と
応
援
事
業
補
助
金
に
つ
い
て

　

市
で
は
、
元
気
で
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
地
域
や
団
体
の
み
な

さ
ん
が
取
り
組
む﹁
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
事
業
﹂に
対
し
、補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

【
申
請
方
法
】

　

事
業
計
画
書
、
収
支
予
算
書
、
そ
の

他
参
考
資
料
︵
支
出
の
根
拠
と
な
る
見

積
書
な
ど
︶
を
担
当
課
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　

申
請
用
紙
な
ど
は
、
担
当
課
、
各
支

所
、
公
民
館
・
連
絡
所
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

【
計
画
書
受
付
期
間
】

４
月
１
日
㈬
～
30
日
㈭

【
補
助
事
業
の
決
定
方
法
】

　

補
助
す
る
事
業
や
補
助
対
象
経
費

は
、
審
査
委
員
会
に
よ
る
審
査
を
経
て

決
定
し
ま
す
。

【
来
年
度
事
業
の
事
前
審
査
】

　

平
成
28
年
度
に
実
施
す
る
事
業
で
、

国
・
県
な
ど
の
助
成
と
合
わ
せ
て
補
助

金
を
申
請
す
る
場
合
は
、
今
年
度
の
審

査
会
で
事
前
審
査
が
必
要
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

企
画
政
策
課
☎
㉔
１
７
２
８

【
補
助
対
象
事
業
】

　

平
成
27
年
度
中
に
行
う
、
地
域
の
課

題
解
決
や
一
体
的
発
展
の
た
め
、
新
規

も
し
く
は
拡
充
・
改
善
に
取
り
組
む
事

業
が
対
象
で
す
。

　

た
だ
し
、
単
な
る
施
設
整
備
事
業
や

施
設
の
運
営
・
維
持
管
理
事
業
、
親
睦

会
的
な
事
業
は
対
象
外
で
す
。

　

な
お
、
当
事
業
に
採
択
さ
れ
た
こ
と

の
あ
る
継
続
事
業
に
つ
い
て
は
、
新
規

性
を
求
め
ま
せ
ん
。

【
補
助
対
象
期
間
】

　

原
則
３
年
間
を
上
限
と
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
特
に
地
域
活
性
化
に
有
効

と
認
め
ら
れ
た
事
業
は
、
さ
ら
に
最
長

３
年
間
の
助
成
を
行
い
ま
す
が
、
毎
年

度
審
査
会
を
行
い
決
定
し
ま
す
。

【
補
助
対
象
団
体
】

市
内
に
活
動
場
所
が
あ
る
団
体
、
地
域

の
自
治
会
な
ど

【
補
助
金
額
】

総
事
業
費
の
う
ち
補
助
対
象
経
費
の
10

分
の
９
に
あ
た
る
金
額

︵
１
事
業
２
０
０
万
円
が
上
限
︶

昨年の大賞作品（メモリアル）
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　Ｊ
ジャイカ

ＩＣＡボランティア参加者を募集します～僕たちにできることは必ずある！～

　あなたの技術・経験を生かしてみませんか。開発
途上国で、現地の人と協働しながら、人づくり、国
づくりに協力します。派遣期間は ２ 年間です。
※ 短期ボランティア（ 1 カ月～10カ月程度）もあります。

【募集期間】 4 月 1 日㈬～ 5 月11日㈪
　　　　　　※当日消印有効

【対象者】（ 5 月11日現在）
青年海外協力隊
満２0～30歳で日本国籍を持つ人
シニア海外ボランティア
満40～6９歳で日本国籍を持つ人

【応募方法】
　所定の応募書類（健康診断書含む）を郵送してく
ださい。
※ 応募書類は、体験談＆説明会で入手するか、ウェ

ブサイトからダウンロードしてください。
【応募先】
〒10２－008２　東京都千代田区一番町２3－ 3
日本生命一番町ビル 5 階
公益社団法人　青年海外協力協会内

「ＪＩＣＡボランティア選考問い合わせ窓口」宛

　

ふ
れ
あ
い
交
流
イ
ベ
ン
ト
支
援
補
助
金

（
de
愛
イ
ベ
ン
ト
へ
の
補
助
金
）
に
つ
い
て

　

市
内
に
お
い
て
独
身
男
女
が
出
会
う

機
会
を
充
実
さ
せ
、
参
加
し
や
す
い
環

境
を
整
備
す
る
た
め
、
独
身
男
女
が
出

会
う
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
︵
de
愛
イ
ベ
ン

ト
︶に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

【
補
助
要
件
】

▽ 

主
催
者
が
、
え
ひ
め
結
婚
支
援
セ
ン

タ
ー
︵
以
後
、
セ
ン
タ
ー
︶
の
応
援

企
業
に
登
録
し
て
い
る
市
内
の
法
人

な
ど
で
あ
る
こ
と

▽ 

セ
ン
タ
ー
を
通
じ
て
実
施
す
る
イ
ベ

ン
ト

▽ 

参
加
者
１
人
当
た
り
の
参
加
費
用
が

１
０
０
０
円
︵
セ
ン
タ
ー
支
援
金
含

む
︶
以
上
で
あ
り
、
補
助
金
額
を
含

め
た
収
入
額
が
支
出
額
を
上
回
ら
な

い
こ
と

※ 

イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
主
催
者
に
対

す
る
補
助
金
で
す
。

【
補
助
金
額
】

参
加
者
１
人
に
つ
き
２
０
０
０
円
以
内

【
交
付
ま
で
の
流
れ
】

①
応
援
企
業
に
登
録︵
未
登
録
の
場
合
︶

② 

セ
ン
タ
ー
の
承
認
を
受
け
た
計
画
書

と
と
も
に
、
補
助
金
交
付
申
請
書
を

市
へ
提
出

体験談＆説明会のご案内
　体験談＆説明会を次のとおり開催します。内容は、
応募資料の配布、活動の概要説明、ＪＩＣＡボラン
ティア経験者の体験談などです。参加は無料で、予
約は不要です。ぜひお越しください。

【日　時】 4 月 5 日㈰・18日㈯
　　　　　午後 1 時30分～ 5 時

【対　象】
▽青年海外協力隊
▽シニア海外ボランティア

【場　所】
松山市男女共同参画推進センター（コムズ）
5 階大会議室

【問い合わせ先】
ＪＩＣＡ四国
☎087－8２1－88２4
http://www.jica.go.jp/
sh i koku/en t e r p r i s e /
volunteer/index.html

③ 

市
か
ら
補
助
金
の
交
付
決
定
通
知
が

届
い
た
後
、
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

④ 

イ
ベ
ン
ト
実
施
後
、
セ
ン
タ
ー
へ
提

出
し
た
報
告
書
の
写
し
と
と
も
に
、

実
績
報
告
書
や
交
付
請
求
書
な
ど
を

市
へ
提
出

⑤
内
容
確
認
後
、
市
が
補
助
金
を
交
付

　

予
算
の
範
囲
内
で
随
時
受
け
付
け
ま

す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ト
ッ

プ
ペ
ー
ジ
の
検
索
欄
か
ら
、﹁
出
会
い

イ
ベ
ン
ト
﹂
で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

︵
様
式
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
︶

　

募
集
の
記
事
を
広
報
大
洲
に
掲
載
で

き
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
希
望
す

る
場
合
は
合
わ
せ
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※ 

原
稿
締
め
切
り
は
、
募
集
開
始
の
約

３
カ
月
前
が
目
安
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

補
助
金
の
申
請
に
つ
い
て

観
光
ま
ち
づ
く
り
課
ま
ち
づ
く
り
係

☎
㉔
１
７
１
７

応
援
企
業
・
イ
ベ
ン
ト
計
画
に
つ
い
て

え
ひ
め
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
９
︵
９
３
３
︶
５
５
９
６

http://w
w
w
.m
sc-ehim

e.jp/
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４
月
12
日
㈰
は
愛
媛
県
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
日
で
す

投
票
で
き
る
人

【
年　

齢
】

平
成
27
年
４
月
12
日
現
在
、
満
20
歳
以

上
の
人

︵
平
成
７
年
４
月
13
日
以
前
に
生
ま
れ

た
人
︶

【
住　

所
】

平
成
27
年
１
月
２
日
ま
で
に
大
洲
市
に

転
入
の
届
け
出
を
し
、
引
き
続
き
住
所

を
有
す
る
人
で
、
大
洲
市
選
挙
人
名
簿

に
登
録
さ
れ
て
い
る
人

【
県
内
の
他
市
町
へ
転
出
し
た
人
】

　

平
成
27
年
１
月
３
日
以
降
に
県
内
の

他
市
町
へ
転
出
︵
１
回
限
り
︶
し
た
人

で
、
大
洲
市
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
る
人
は
、
大
洲
市
で
投
票
で
き
ま

す
。
た
だ
し
投
票
す
る
に
は
、
い
ず
れ

か
の
市
町
長
が
発
行
す
る
﹁
引
き
続
き

愛
媛
県
内
の
区
域
内
に
住
所
を
有
す
る

旨
の
証
明
書
﹂︵
県
内
市
町
の
住
民
基

本
台
帳
担
当
課
で
無
料
発
行
︶
が
必
要

で
す
。

選
挙
の
日
程

【
日　

時
】
４
月
12
日
㈰

午
前
７
時
～
午
後
８
時

※ 

一
部
の
投
票
所
で
は
、
閉
鎖
時
刻
の

繰
り
上
げ
が
あ
り
ま
す
。
投
票
所
入

場
券
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
告
示
日
】
４
月
３
日
㈮

期
日
前
投
票

　

選
挙
当
日
、
仕
事
や
旅
行
な
ど
の
理

由
で
投
票
で
き
な
い
人
は
、
期
日
前
投

票
が
で
き
ま
す
。

【
期
間
お
よ
び
場
所
】

４
月
４
日
㈯
～
11
日
㈯

▽
市
役
所
２
階
大
ホ
ー
ル

▽
長
浜
体
育
館
１
階
会
議
室

▽
肱
川
支
所
３
階
会
議
室

▽
河
辺
支
所
２
階
会
議
室

【
時　

間
】

午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

※ 

青
島
在
住
の
人
は
、
青
島
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
も
投
票
で
き
ま
す
。

　

 

４
月
７
日
㈫
の
午
前
９
時
30
分
か
ら

午
後
３
時
30
分
ま
で
で
す
が
、
悪
天

候
時
は
翌
日
と
な
り
ま
す
。

開
票
に
つ
い
て

【
日　

時
】
４
月
12
日
㈰

午
後
９
時
20
分
～

【
場　

所
】

市
役
所
２
階
大
ホ
ー
ル

【
問
い
合
わ
せ
先
】

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

☎
㉔
１
７
６
０

縦覧帳簿の縦覧
　平成２7年度固定資産税「土地・家屋価格等縦
覧帳簿」の縦覧を行います。縦覧できる人は、
固定資産税の納税義務者またはその代理人など
です。

【期　間】 4 月 1 日㈬～30日㈭（土日祝日は除く）
【時　間】午前 8 時30分～午後 5 時15分
【場　所】税務課および各支所
【縦覧に必要な物】本人確認のできるもの

（運転免許証など）
※代理人の場合は必ず委任状をご持参ください。

【手数料】無料（縦覧帳簿のコピーは不可）
課税台帳の閲覧
　納税義務者や借地・借家人などの権利関係の
ある人は、当該資産の課税台帳を閲覧できます。
閲覧期間・時間・場所および手数料は縦覧と同
じです。
※ 権利関係のある人が閲覧する場合は確認でき

る書類（登記事項証明書・賃貸借契約書など）
をご持参ください。

【問い合わせ先】税務課固定資産税係☎２4－1711

　愛媛県土地家屋調査士会では、「表示登記の日」
の行事として、愛媛県司法書士会および松山公
証人会と共催で無料登記相談所を開設します。
　悩みを抱えている人は、ぜひご相談にお越し
ください。

【日　時】 4 月 4 日㈯
　　　　　午前 ９ 時30分～午後 3 時

【場　所】大洲市総合福祉センター　

【内　容】▽土地・建物の登記について
　　　　　▽土地の境界について
　　　　　▽不動産の権利の登記について
　　　　　▽供託の手続きについて　　　など

【問い合わせ先】
愛媛県土地家屋調査士会 ☎08９－９43－676９
愛媛県司法書士会 ☎08９－９41－8065

　 平成27年度土地・家屋に関する資
料の閲覧について

　 「表示登記の日」無料登記相談所
の開設について
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　 4 月 1 日㈬から 6 月30日㈫までの間、休猟区
を含む市内全域で、銃器およびわなによるイノ
シシやカラスなどの有害鳥獣の捕獲を実施しま
す。
　捕獲期間中に、農作業や山登り、山菜取りな
どを行う場合は、目立つ服装をするなど十分注
意してください。

【問い合わせ先】
農林水産課林業振興係　☎２4－17２7

　後期高齢者医療制度に加入されているみなさ
んが、病気やケガをしたときの医療費などの支
払いにあてるため、医療費総額の一定割合を保
険料として納めていただいています。
　保険料は、後期高齢者医療制度を運営するた
めの貴重な財源となりますので、定められた納
期限までに納めましょう。納期限を過ぎると督
促状発送後に発生する督促手数料のほかに、延
滞金が加算される場合がありますのでご注意く
ださい。
　やむを得ず保険料を納めることができないと
きは、早めに担当課までご相談ください。
　また、納め忘れがなく、納付に便利な口座振
替をご利用ください。

【問い合わせ先】
保険年金課高齢者医療係　☎２4－1713

　 有害鳥獣捕獲の実施について　 後期高齢者医療保険料の納期内納
付にご協力を

　
 

平
成
27
年
度
に
出
生
・
死
亡
・
死
産
・
婚
姻
・

離
婚
の
届
出
を
さ
れ
る
人
へ
の
お
願
い

　

出
生
や
死
亡
、
死
産
が
あ
っ
た
場
合

や
、
婚
姻
、
離
婚
を
さ
れ
た
人
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
﹁
出
生
届
﹂﹁
死
亡
届
﹂﹁
死

産
届
﹂﹁
婚
姻
届
﹂﹁
離
婚
届
﹂
を
市
役

所
の
窓
口
に
提
出
し
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
各
届
出
は
、
５
年
に
一
度
、
国

勢
調
査
の
行
わ
れ
る
年
度
に
は
、
職
業

の
記
入
︵
死
亡
届
に
は
産
業
の
記
入
︶

も
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

届
出
は
、
厚
生
労
働
省
の
実
施
す
る

﹁
人
口
動
態
調
査
﹂
に
も
活
用
さ
れ
、

毎
年
、
出
生
・
死
亡
・
死
産
・
婚
姻
・

離
婚
の
状
況
を
調
べ
て
い
て
、
そ
の
調

査
結
果
は
、
公
衆
衛
生
、
労
働
衛
生
、

社
会
福
祉
な
ど
の
各
施
策
の
た
め
の
基

礎
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

人
口
動
態
調
査
で
使
用
す
る
情
報

は
、
統
計
法
に
よ
り
厳
し
く
守
ら
れ
て

い
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
記
入
く
だ

さ
い
。

【
対　

象
】

４
月
１
日
㈬
か
ら
平
成
28
年
３
月
31
日

㈭
ま
で
の
出
生
・
死
亡
・
死
産
・
婚
姻
・

離
婚
の
届
出

【
調
査
方
法
】

　

各
届
書
を
届
け
出
る
時
に
、
そ
れ
ぞ

れ
職
業
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

　

記
入
例

　

医
師
・
教
員
な
ど

　
　
　
　
　

↓
﹁
専
門
・
技
術
職
﹂

　

一
般
事
務
員
な
ど

　
　
　
　
　

↓
﹁
事
務
職
﹂

　

販
売
店
員
・
営
業
職
従
事
者
な
ど

　
　
　
　
　

↓
﹁
販
売
職
﹂

　

美
容
師
・
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
な
ど

　
　
　
　
　

↓
﹁
サ
ー
ビ
ス
職
﹂

※ 

死
亡
届
に
は
、こ
の
ほ
か﹁
農
業
﹂﹁
建

設
業
﹂﹁
製
造
業
﹂﹁
不
動
産
業
﹂
と

い
っ
た
産
業
も
併
せ
て
ご
記
入
く
だ

さ
い
。

　

届
け
出
る
市
役
所
の
窓
口
に﹁
出
生
・

死
亡
・
死
産
・
婚
姻
・
離
婚
の
届
出
を

さ
れ
る
方
に
お
願
い
︵
職
業
・
産
業
例

示
表
︶﹂
を
備
え
付
け
て
い
ま
す
の
で
、

ご
参
考
の
う
え
、
記
入
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

ま
た
、
分
か
ら
な
い
場
合
に
は
、
窓

口
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

市
民
生
活
課
戸
籍
係

☎
㉔
１
７
１
０
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　徘
はい

徊
かい

高齢者位置情報サービス利用費補助事業について
　徘徊行動の見られる高齢者の早期保護と安全確保
のため、位置情報サービス（小型のＧＰＳ携帯端末）
を利用する人に対し、初期費用の一部を補助し、介
護する人の精神的および経済的負担の軽減を図り、
安心して介護ができる環境を整備します。

【補助対象者（申請者）】
　次の条件を両方とも満たしていることが必要です。
▽ 大洲市に住所を有し、徘徊高齢者を在宅で介護す

る人
※ 介護者が、徘徊高齢者と同一住所であることが必

要です。
▽ 徘徊高齢者と介護者の世帯構成員に、市税、国民

健康保険税、介護保険料、後期高齢者医療保険料
の滞納がない人

【補助対象経費】
　初期費用（申込手数料、加入料金、サービスの利
用に最低限必要な機器の購入費用など）について補
助します。
※オプション機器は、補助対象外

　
軽
自
動
車
税
の
減
免
お
よ
び
口
座
振
替
日
の
お
知
ら
せ

軽
自
動
車
税
の
減
免
に
つ
い
て

　

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
戦

傷
病
者
手
帳
ま
た
は
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳
の
交
付
︵
交
付
日
が
平
成
27

年
３
月
31
日
ま
で
︶
を
受
け
て
い
る
人

が
軽
自
動
車
を
所
有
す
る
場
合
、
一
定

の
条
件
を
満
た
せ
ば
軽
自
動
車
税
が
減

免
さ
れ
ま
す
。

※ 

減
免
の
台
数
は
、
普
通
自
動
車
な
ど

も
含
め
て
対
象
者
１
人
に
つ
き
１
台

限
り
で
す
。

【
対
象
車
両
】

① 

障
が
い
者
︵
身
体
・
知
的
・
精
神
︶、

戦
傷
病
者
が
所
有
す
る
軽
自
動
車

② 

知
的
障
が
い
者
、
精
神
障
が
い
者
、

18
才
未
満
の
身
体
障
が
い
者
の
場

合
、
生
計
を
共
に
す
る
人
が
所
有
す

る
軽
自
動
車

③ 

車
い
す
の
昇
降
装
置
や
固
定
装
置
な

ど
を
備
え
た
、
構
造
上
障
が
い
者
が

利
用
す
る
と
認
め
ら
れ
る
軽
自
動
車

︵
車
検
証
の
車
体
形
状
欄
に
﹁
車
い

す
移
動
車
﹂
な
ど
の
記
載
が
あ
る
も

の
︶

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

▽ 

申
請
書
、
車
検
証
、
印
鑑
︵
認
め
印

で
可
。
た
だ
し
、朱
肉
使
用
の
も
の
︶

【補助金額】15,000円
※ 補助対象経費がこの金額未満の場合は、その額を

限度とします。

【その他】
▽ 要介護・要支援認定などで、高齢者に徘徊行動が

見られない場合は、補助対象となりません。
▽ 月々の基本料金および使用料などは、契約者負担

です。
▽ 補助対象機器につい

ては、市公式ホーム
ページをご覧いただ
くか、担当まで問い
合わせてください。

【問い合わせ先】
高齢福祉課高齢者福祉係
☎２4－1714

▽ 

運
転
免
許
証
、
障
害
者
手
帳
な
ど
の

原
本
︵
た
だ
し
、
前
記
③
の
軽
自
動

車
を
除
く
︶

※ 

前
記
②
の
軽
自
動
車
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
以
外
に
も
﹁
健
康
保
険
証
﹂
ま

た
は
﹁
生
計
同
一
証
明
書
﹂
が
必
要

で
す
。

※ 

障
が
い
者
本
人
が
運
転
し
、
前
年
度

に
引
き
続
い
て
減
免
を
受
け
る
場
合

は
、
障
が
い
の
程
度
や
車
両
な
ど
に

変
更
が
な
け
れ
ば
、
郵
送
で
の
申
請

が
可
能
で
す
。
詳
し
く
は
担
当
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
受
付
期
間
】

４
月
１
日
㈬
～
10
日
㈮

【
申
請
先
・
問
い
合
わ
せ
先
】

税
務
課
収
納
係　
　

☎
㉔
１
７
１
１

長
浜
支
所　
　
　
　

☎
�
１
１
９
７

肱
川
支
所　
　
　
　

☎
㉞
２
３
２
４

河
辺
支
所　
　
　
　

☎
㊴
２
１
１
３

口
座
振
替
日
に
つ
い
て

　

継
続
検
査
︵
車
検
︶
用
納
税
証
明
書

を
６
月
１
日
㈪
か
ら
交
付
す
る
た
め
、

口
座
振
替
日
が
納
期
限
よ
り
早
い
、
５

月
25
日
㈪
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
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住所・電話番号 飼い主の氏名 畜犬登録 犬の種類 毛色 性別 大きさ 犬の名前 犬の生年月日

大洲市

(　　　　　　　 区 )
電話　　　－

有　無 オス
メス

大型
中型
小型

年　　月　　日

有　無 オス
メス

大型
中型
小型

年　　月　　日

　 ◁料　金（ 1 頭につき）予防注射3,000円　畜犬登録3,000円
　　　（申込用紙と料金は会場でお渡しください。登録には飼い主の印鑑が必要です。）
　 ◁畜犬登録済の場合、確認のため犬鑑札を首輪に付けて来てください。
　 ◁お願い　①犬を自由に扱える人が連れて来てください。　 ②引き綱は丈夫なものを使用し、首輪の点検をしておいてください。 
　　　　　　③注射・登録場所での犬のふんは、飼い主が責任をもって始末してください。 　④犬の体調が悪い場合は、当日獣医師に申し出てください。

狂犬病予防注射・畜犬登録申込用紙

き���り���と���り���せ���ん

　

狂
犬
病
予
防
注
射
と
畜
犬
登
録
を
忘
れ
ず
に

　

生
後
91
日
以
上
の
犬
の
飼
い
主
は
、

日
程
表
の
会
場
で
注
射
や
登
録
を
済
ま

せ
て
く
だ
さ
い
。

　

で
き
る
だ
け
自
分
の
住
所
地
で
の
実

施
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
期
間
中
に
注
射
や
登
録
が
で

き
な
い
場
合
は
、
指
定
動
物
病
院
へ
連

れ
て
行
く
か
、
往
診
し
て
も
ら
い
ま
し

ょ
う
。

※ 

飼
い
犬
の
死
亡
、
所
有
者
や
所
在
地

に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
に
も
、
届
け

出
が
必
要
で
す
。

狂
犬
病
予
防
注
射

　

年
１
回
の
注
射
を
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

畜
犬
登
録

　

畜
犬
登
録
を
行
い
、
首
輪
に
犬
鑑
札

を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

︵
平
成
７
年
度
以
降
に
登
録
し
た
場
合
、

再
登
録
は
不
要
︶

【
料
金
（
一
頭
に
つ
き
）】

▽
予
防
注
射　

３
０
０
０
円

▽
登
録
料　
　

３
０
０
０
円

【
市
内
の
指
定
動
物
病
院
】

▽
く
ぼ
た
動
物
病
院
︵
新
谷
︶

　

☎
㉕
３
２
２
３

▽
岡
ど
う
ぶ
つ
病
院
︵
中
村
︶

　

☎
㉓
１
５
１
１

▽
ふ
じ
さ
わ
動
物
病
院
︵
東
大
洲
︶

　

☎
㉓
２
３
３
１

▽
西
大
洲
動
物
病
院
︵
西
大
洲
︶

　

☎
㉓
３
３
０
３

【
問
い
合
わ
せ
先
】

市
民
生
活
課　
　

☎
㉔
１
７
１
０

長
浜
支
所　
　
　

☎
�
１
１
１
３

肱
川
支
所　
　
　

☎
㉞
２
３
３
１

河
辺
支
所　
　
　

☎
㊴
２
１
１
３

狂犬病とは
　世界保健機構（ＷＨＯ）によると、全世界で毎年 3 万5,000～ 5 万人が狂犬病により死亡している。
　狂犬病は、アジアでの発生が大部分で、アジア、アフリカでは狂犬病の犬から多く感染している。
また、南米では、吸血コウモリによる家畜の狂犬病が、経済的な被害を及ぼしている。北米および
ヨーロッパなどでは、人の狂犬病は少ないが、アライグマ、スカンク、キツネ、コウモリなどの野
生動物の狂犬病を根絶できないでいる。
　　日本では、1９57年以降狂犬病の発生は報告されていない。これは、犬へのワクチン接種と
　　　　　　検疫の徹底が大きな要因と考えられている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（国立感染症研究所ホームページより抜粋）
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大洲地域
月　日 場　　　　　　　　所 時　　　間

４
月
13
日
㈪

高山西集会所  ９：00～ ９：10
打越集会所  ９：２5～ ９：35
初尾集会所  ９：55～10：05
上須戒連絡所 10：15～10：45
八多浪集会所 11：10～11：30
峠集会所 11：40～1２：00
石仏集会所 13：２0～13：30
三善連絡所 13：50～14：10
中場集会所 14：２5～14：35
八多喜連絡所 14：45～15：10
肱北公民館五郎分館 15：２5～15：45
市木集会所 16：00～16：10
肱北公民館田口分館 16：２0～16：40

４
月
14
日
㈫

小鳥越集会所  ９：00～ ９：15
中山東集会所  ９：２5～ ９：35
小倉集会所  ９：50～10：00
父集会所 10：10～10：30
裾野集会所（大竹分校跡） 10：35～10：45
宇津集会所 11：05～11：35
菅田連絡所 13：00～13：30
新谷第 4 部消防詰所横 13：50～14：00
柳沢桐の目バス停 14：10～14：２5
居場集会所 14：35～14：45
田処商店（旧ＪＡ愛媛たいき田処店） 15：00～15：２0
柳沢連絡所 15：30～15：50

４
月
16
日
㈭

野佐来集会所下道路広場  ９：00～ ９：15
長谷本谷集会所  ９：30～ ９：40
平野連絡所 10：05～10：２5
平野公民館平地上分館 10：40～11：10
大根鳳林寺 11：30～11：50
明日香集会所（ゲートボール場） 13：10～13：２5
新谷連絡所 13：50～14：２0
新谷中組お庵 14：30～14：50
菅田朝日集会所 15：00～15：30
徳森児童センター 15：40～16：00

４
月
17
日
㈮

南久米連絡所  ９：00～ ９：15
大川第 5 部消防詰所横  ９：30～ ９：40
JA愛媛たいき蔵川支所裏  ９：50～10：00
大川橋（森山側） 10：２0～10：40
大川連絡所付近（大成保育所横) 10：45～11：05
柚木観光駐車場 11：２5～11：40
久米公民館 13：00～13：15
只越 ２ 集会所 13：２5～13：40
大洲市民会館 13：55～14：15
肱北公民館 14：２5～14：45
大洲市総合体育館 14：55～15：15

河辺地域
月　日 場　　　　　　　　所 時　　　間

５
月
８
日
㈮

上大成（集会所上三叉路）  8：40～ 8：50 
中大成集会所下  8：55～ ９：05 
植松（藤原氏宅付近）  ９：10～ ９：２0 
植松中津線・松の久保分岐（市道）  ９：２5～ ９：35 
出合（郵便局付近）  ９：40～ ９：50 
古宮（森氏宅付近）  ９：55～10：05 
三久保集会所 10：10～10：２0 
宮谷集会所 10：30～10：40 
日除集会所 10：50～11：00 
川上（三杯谷の滝付近） 11：05～11：15 
山王（集会所付近） 11：２0～11：30 
川崎（岩井氏宅付近） 11：35～11：45 
ふるさとの宿付近 13：00～13：10 
竹の瀬（三嶋建設付近） 13：15～13：２5 
神納（山岡氏宅付近） 13：30～13：40 
一の瀬（佐伯氏宅付近） 13：45～13：55 
用の山（山田氏宅付近） 14：00～14：10 
寺藪（河都大橋付近） 14：２5～14：35 

肱川地域
月　日 場　　　　　　　　所 時　　　間

５
月
７
日
㈭

中津集会所  ９：00～ ９：10 
予子林自治センター  ９：40～10：00 
郷集会所 10：05～10：15 
八重栗集会所 10：45～10：55 
旧ＪＡ愛媛たいき宇和川事業所倉庫前 11：00～11：２0 
道野尾（北川敬恒氏宅前） 11：35～11：55 
共栄集会所 13：10～13：15 
瓜畦（富永加朗氏宅前） 13：30～13：40 
瓜畦（団地ゴミ収集場） 13：45～14：00 
協生集会所 14：05～14：15 
中居谷集会所 14：30～14：40 
嘉城集会所 14：55～15：05 
羽座谷集会所 15：２0～15：２5 

５
月
11
日
㈪

小藪集会所  8：40～ 8：50 
師走野集会所  ９：00～ ９：10 
旧ＪＲ白石車庫前  ９：２5～ ９：35 
広常集会所  ９：45～10：00 
大平集会所 10：15～10：35 
森集会所 10：45～10：55 
肱栄集会所 11：05～11：10 
久下（久下登り口） 11：15～11：２0 
下鹿野川河原 11：30～11：50 
京造（冨永勲氏宅付近） 13：10～13：15 
月野尾集会所 13：２5～13：35 
見の越集会所手前広場 13：45～13：50 
かわかみ荘（正面前の駐車場） 14：05～14：15 
下嵯峨谷集会所 14：35～14：45 
岩谷自治センター 15：00～15：15 
下敷水バス停 15：２5～15：30 

狂犬病予防注射と畜犬登録の実施日程
長浜地域
月　日 場　　　　　　　　所 時　　　間

４
月
７
日
㈫

白滝公民館柴分館 10：00～10：15 
白滝公民館 10：２5～10：45
加屋集会所前 10：50～11：00
旧戒川小学校 11：15～11：30
出石駅前 13：00～13：２0
大和公民館 13：30～13：50
相生橋 14：00～14：10
曲渕バス停 14：２0～14：30 
元朝日バス停 14：40～14：50 
豊茂公民館 15：00～15：２0 

４
月
９
日
㈭

黒田みかん集荷場 10：00～10：10 
ＪＡ愛媛たいき長浜給油所裏 10：２0～10：30 
旧喜多灘小学校 10：40～10：50 
今坊友愛館 11：00～11：10 
長浜ふれあい会館 11：２0～11：40 
出海公民館 13：10～13：30 
櫛生福祉センター 13：40～14：00 
須沢バス停 14：10～14：２0 
沖浦公民館 14：30～14：45 
長浜体育館 14：50～15：２0 

５
月
19
日
㈫

白滝公民館 10：00～10：２0 
大和公民館 10：30～10：55 
豊茂公民館 11：10～11：30 
出海公民館 13：00～13：２0 
櫛生福祉センター 13：30～13：50 
今坊友愛館 14：10～14：30 
長浜体育館 14：40～15：00 
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　大洲喜多地区の救急医療を守るために
　大洲喜多地区の初期救急を担う施設として、平成
２3年1２月に「大洲喜多休日夜間急患センター」（診療
科目：内科）が開院して 4 年が経過しました。
　平成２6年 1 月から1２月までの受診者は1,９73人で、
平日・土曜日の夜間の受診者は平均3.0人、日曜・休
日は15.3人となっていますが、インフルエンザの蔓
延期などは、特に多くの人が受診されています。
　急患センターの運営に伴い、二次救急病院への受
診はやや減少していますが、八幡浜地区や西予地区
など同じ救急医療圏域と比較して、大洲喜多地区の
二次救急病院の利用件数は突出しています。
　また、二次救急病院の受診者のうち73％が、通院や
入院を必要としない軽症患者となっています。（図 1 ）
　大洲喜多地区の救急病院などでは医師不足が続い
ていて、地域の救急医療体制を存続させていくため
には、住民のみなさん一人ひとりが、救急医療の現
状を理解し守っていく必要があります。
　そのためには、
▽かかりつけ医をもつこと
▽診療時間内での受診
▽緊急性のない救急車の利用を控えること
など、自分たちにできることを実践していくことが

　

刈
草
の
提
供
に
つ
い
て

　

大
洲
土
木
事
務
所
で
は
、
道
路
の
安

全
お
よ
び
河
川
堤
防
点
検
の
た
め
、
年

１
回
、
県
道
の
草
刈
り
、
堤
防
点
検
に

必
要
な
範
囲
の
除
草
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
希
望
者
へ
の
刈
草
の
提
供

を
実
施
い
た
し
ま
す
の
で
、
草
刈
り
実

施
各
所
の
仮
置
き
場
ま
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。

【
提
供
期
間
】

▽
河
川
堤
防
：
４
月
～
６
月
下
旬
予
定

▽
道　
　

路
：
７
月
～
９
月
上
旬
予
定

【
注
意
事
項
】

▽
刈
草
の
運
搬
は
原
則
と
し
て
希
望
者

▽
刈
草
は
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
提
供

大切です。
　急患センターの診療時間や二次救急病院の当番日
などについては、毎月「広報大洲」の２7ページに記
載しています。ご確認いただき、適正な受診にご協
力ください。

▽
先
着
順
︵
な
く
な
り
次
第
終
了
︶

【
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
土
木
事
務
所　

☎
㉔
５
１
２
１

河
川
港
湾
課
︵
内
線
２
８
０
・
２
２
７
︶

道
路
課
︵
内
線
３
１
８
・
３
１
９
︶

　

水
と
大
気
と
大
地
が
織
り
な
す
奇
跡

　
『G

グ
レ
イ
ト

reat N

ネ
イ
チ
ャ
ー

ature S

ス
ト
ー
リ
ー

tory　
肱
川
あ
ら
し
』
Ｄ
Ｖ
Ｄ
付
き
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
発
刊

 

︱
大
洲
盆
地
か
ら
大
洲
市
長
浜
︵
肱
川

河
口
︶
に
か
け
て
発
生
す
る
﹁
肱
川
あ

ら
し
﹂
は
、
大
洲
で
し
か
出
合
え
な
い

世
界
的
に
珍
し
い
自
然
現
象
だ
っ
た
︱

　

市
で
は
、﹁
肱
川
あ
ら
し
﹂
発
生
の

仕
組
み
や
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
収
め
た
、

Ｄ
Ｖ
Ｄ
付
き
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し

ま
し
た
。

　

地
域
に
お
い
て
は
価
値
の
再
認
識

を
、
地
域
外
の
人
に
は
、
大
洲
の
知
ら

れ
ざ
る
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
を
体
感
い
た
だ

く
こ
と
を
願
っ
て
作
成
し
た
も
の
で
す
。

【
販
売
価
格
】
１
５
０
０
円
＋
税

【
販
売
先
】

四
国
・
広
島
県
の
主
要
書
店
、
市
内
主
要

観
光
施
設
︵
大
洲
ま
ち
の
駅
﹁
あ
さ
も

や
﹂、
大
洲
城
、
お
お
ず
赤
煉
瓦
館
な
ど
︶、

A

ア
マ
ゾ
ン

m
azon,Y

ヤ
フ
ー

ahoo!

ス
ト
ア
︵
Ｓ
Ｐ
Ｃ
出

版
︶、
観
光
ま
ち
づ
く
り
課
・
長
浜
支
所

【
問
い
合
わ
せ
先
】

観
光
ま
ち
づ
く
り
課
☎
㉔
１
７
１
７

実
施
前

実
施
後

症状の程度別救急患者数　
【大洲・喜多地区　二次救急病院】

（平成26年 1月～12月）

特に軽症
4,252人
49%

軽症
2,062人
24%

中等症
1,662人
19%

重症
596人
7 %

重篤
34人
0 %

死亡
75人
1 % その他、不明

9人
0 %

（注）特に軽症：通院不要　軽症：入院不要　中等症：3週間未満の入院が必要
　　重症：3週間以上の入院が必要　重篤：命の危険があり専門的な治療が必要

（図１）
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　自衛隊幹部候補生・技術（海上・航空）幹部など募集のお知らせ
採用区分 応募資格 受付期間 試験期日 待遇・その他

幹
部
候
補
生

一　　　般

【大卒程度試験】
２２歳以上２6歳未満の人
※ 大学卒業見込みを含む

【院卒者試験】
修士課程修了者など（見込
み含む）で、２0歳以上２8歳
未満の人

5 月 1 日㈮まで

1 次： 5 月16日㈯・17日㈰
（17日は飛行要員のみ）

２ 次： 6 月16日㈫～1９日㈮
3 次（海・空飛行要員のみ）
海： 7 月13日㈪～17日㈮
空： 7 月18日㈯～ 8 月 6 日㈭

【入隊】
平成２8年 3 月下旬～ 4
月上旬。入隊後約 1 年
で 3 等陸・海・空尉（自
衛隊幹部）

歯科・薬剤科

【歯科】
２0歳以上30歳未満かつ専門
の大卒（見込み含む）の人

【薬剤科】
２0歳以上２8歳未満かつ専門
の大卒（見込み含む）の人

5 月 1 日㈮まで 1 次： 5 月16日㈯
２ 次： 6 月16日㈫～1９日㈮

【入隊】
歯科は、入隊後約 6 週
間で ２ 等陸・海・空尉
薬剤科は、入隊後約 1
年で ２ 等陸・海・空尉

技術海上幹部
技術航空幹部

海上　大卒38歳未満の人
航空　大卒45歳未満の人 4 月２4日㈮～

5 月15日㈮

6 月２９日㈪
２ ･ 3 等 空 佐、1 等 海・
空尉～ ２ 等海・空尉で
採用

技 術 海 曹
技 術 空 曹

２0歳以上の人で、国家免許
資格取得者など 6 月２6日㈮ 3 等海曹または ２ 等海・

空曹で採用

　

平
成
27
年
度
警
察
官
（
大
学
卒
）
募
集

　

平
成
27
年
度
の
警
察
官
採
用
試
験
を

実
施
し
ま
す
。

　

試
験
日
程
や
試
験
科
目
な
ど
の
詳
細

お
よ
び
高
校
卒
業
程
度
の
人
の
警
察
官

採
用
試
験
に
つ
い
て
は
、
大
洲
警
察
署

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
愛
媛
県
警
で
は
、
女
性
警
察

官
の
採
用
を
拡
大
す
る
方
針
で
、
女
性

警
察
官
の
採
用
比
率
を
高
め
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

【
試
験
区
分
】
警
察
官
︵
大
学
卒
業
︶

【
受
験
資
格
】

年
齢
17
歳
以
上
30
歳
未
満
で
、
大
学
卒

業
ま
た
は
平
成
28
年
３
月
末
日
ま
で
に

大
学
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
人

︵
年
齢
は
平
成
27
年
４
月
１
日
現
在
︶

【
受
付
期
間
】　
　

４
月
こ
ろ

【
一
次
試
験
日
】
５
月
こ
ろ

【
二
次
試
験
日
】
６
月
こ
ろ

【
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
警
察
署　

☎
㉕
１
１
１
１

http://w
w
w
.police.pref.ehim

e.jp/
ozu/

　

自
衛
隊
地
域
説
明
会
の
開
催
に
つ
い
て

　

近
年
防
衛
省
自
衛
隊
は
、
国
際
平
和

協
力
活
動
や
災
害
救
助
活
動
な
ど
、
国

内
外
に
お
け
る
活
躍
の
場
が
顕
著
に
増

え
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
様
な
状
況
の
な
か
、
地
域
の
み

な
さ
ん
に
よ
り
一
層
自
衛
隊
を
理
解
し

て
い
た
だ
く
た
め
、
ま
た
、
自
衛
隊
を

目
指
し
た
い
、
も
し
く
は
人
の
た
め
に

な
る
仕
事
に
就
き
た
い
と
考
え
て
い
る

若
者
の
た
め
に
、
自
衛
隊
の
採
用
に
関

す
る
説
明
会
を
開
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

【
内　

容
】

▽
自
衛
隊
の
仕
事
に
つ
い
て

▽
自
衛
隊
受
験
の
説
明

▽
そ
の
他
自
衛
官
採
用
に
関
す
る
質
問

【
日　

時
】

４
月
21
日
㈫

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

【
場　

所
】

大
洲
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク　

２
階
会
議
室

※ 

年
間
を
通
し
て
、
毎
月
１
回
︵
中
旬

こ
ろ
︶
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

愛
媛
地
方
協
力
本
部
大
洲
地
域
事
務
所

☎
㉔
４
１
２
３

【問い合わせ先】愛媛地方協力本部大洲地域事務所（大洲市大洲678－ 1 ）　☎２4－41２3
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無料法律相談　※要電話予約
時　 4 月16日㈭
　　午後 ２ 時～ 4 時30分
場　大洲商工会館
問　大洲商工会議所　☎２4－4111

年金出張相談　※要電話予約
大洲地域
時　 4 月 7 日㈫ ･ 16日㈭ ･ ２4日㈮
　　午前10時～午後 3 時30分
場　大洲市総合福祉センター
長浜地域
時　 4 月14日㈫
　　午前10時～午後 3 時30分
場　長浜町商工会
問　松山西年金事務所
　　☎08９ ︵９２5︶ 5105

人権相談
大洲地域
時　 4 月２1日㈫　午前10時～正午
場　人権啓発課（別館 3 階）
問　急ぐ時は法務局大洲支局
　　☎0570（003）110
　　人権啓発課
　　☎２4－1746

行政相談（総務省）

大洲地域
時　 4 月２0日㈪　午前 ９ 時～正午
場　市役所 3 階第 ２ 会議室
問　総務課行政係
　　☎２4－17２4
長浜地域
時　 4 月２4日㈮　午後 1 時～ 4 時
場　長浜体育館 1 階会議室
問　長浜支所　☎5２－1111
肱川地域
時　 4 月 6 日㈪
　　午後 1 時30分～ 4 時30分
場　肱川公民館 ２ 階青年室
問　肱川支所　☎34－２3２0
河辺地域
時　 4 月10日㈮　午前10時～正午
場　河辺老人福祉センター
問　河辺支所　☎3９－２11２

不動産無料相談
時　 4 月15日㈬
　　午前10時～午後 4 時
場　宅建協会大洲地区連絡協議会
問　ビアスプランニング㈱
　　☎２5－1747

　
﹁
平
成
27
年
度
成
人
式
﹂
の
開
催
日

が
決
定
し
ま
し
た
。詳
細
に
つ
い
て
は
、

後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※ 

新
成
人
対
象
者
に
は
、
11
月
上
旬
に

案
内
状
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

【
日　

時
】
平
成
28
年
１
月
10
日
㈰

▽
受
付　

午
後
０
時
30
分

▽
開
会　

午
後
１
時

【
場　

所
】
大
洲
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

【
問
い
合
わ
せ
先
】

生
涯
学
習
課　

☎
㉔
１
７
３
５

　

大
洲
え
び
ね
会
・
大
洲
農
業
高
等
学

校
生
産
科
学
科
が
、
毎
年
恒
例
の
大
洲

え
び
ね
展
を
開
催
し
ま
す
。

　

展
示
即
売
品
も
多
数
用
意
し
て
い
ま

す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
と
も
、
え

び
ね
の
魅
力
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

【
日　

時
】

▽
４
月
25
日
㈯

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
６
時

▽
４
月
26
日
㈰

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時

【
場　

所
】
大
洲
市
民
会
館
２
階

【
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
え
び
ね
会
︵
事
務
局　

小
川
︶

☎
㉕
７
５
０
５

大
洲
農
業
高
等
学
校

☎
㉔
３
１
０
１

　

環
境
セ
ン
タ
ー
で
は
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
を
図
る
た
め
、
新
た
に
今
年

度
か
ら
、
年
始
と
祝
日
を
除
く
毎
月
第

１
日
曜
日
の
可
燃
ご
み
受
け
入
れ
を
開

始
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
対　

象
】

家
庭
系
お
よ
び
事
業
系
の
一
般
廃
棄
物

の
可
燃
ご
み

※
許
可
業
者
は
除
き
ま
す
。

【
時　

間
】

毎
月
第
１
日
曜
日

午
前
８
時
30
分
～
正
午

※ 

年
始
お
よ
び
祝
日
の
場
合
は
、
受
け

入
れ
で
き
ま
せ
ん
。
翌
週
の
日
曜
日

に
受
け
入
れ
と
な
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

環
境
セ
ン
タ
ー　

☎
㉖
１
６
１
５

　

消
防
法
の
改
正
に
よ
り
、
全
て
の
住

宅
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
︵
煙
感
知
方

式
︶
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
だ
設
置
し
て
い
な
い
人
は
、
早

め
の
設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

火
災
か
ら
大
切
な
家
族
の
命
や
財
産

を
守
る
た
め
に
、
住
宅
用
火
災
警
報
器

を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

設
置
す
る
際
の
注
意
点

▽
寝
室
に
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

▽ 

寝
室
が
２
階
に
あ
る
場
合
は
、
２
階

に
通
じ
る
階
段
の
上
に
も
設
置
し
ま

し
ょ
う
。

▽ 

取
扱
説
明
書
を
よ
く
読
み
、
正
し
い

位
置
に
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

※ 

市
内
で
も
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

作
動
で
異
常
に
気
付
き
、
火
災
を
未

然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
た
実
例
が
数

件
あ
り
ま
す
。

▽
松
山
Ｉ
Ｃ
～
大
洲
Ｉ
Ｃ
間︵
４
夜
間
︶

【
規
制
日
時
】

4
月
13
日
㈪
夜
～
17
日
㈮
朝

各
日
午
後
8
時
～
翌
朝
6
時

【
迂う

回か
い

路
】

県
道
23
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大洲市立図書館 　☎ 59ー4111
長浜分館 　☎ 5２ー11２1
肱川分館 　☎ 34ー２319
河辺分館　 　☎ 39ー２111

図書館

４月展示
一般：五・七・五に想

おも

いをのせて
～俳句・短歌の世界～

　日本語は、世界でも有数の多彩な表現力を持った
言語です。その特性を生かすことができる俳句や短
歌は、四季の豊かさや日本語の美しさを知ることが
できる最たる芸術ではないでしょうか。図書館では、
俳句や短歌に関連する本のほかに、愛媛にゆかりの
ある俳人の本の展示と貸し出しを行います。五・七・
五の言葉にのせ、自分の想いを表現してみてはいか
がでしょうか。

児童：�春がきた!�お弁当もって出かけよう
　桜の開花を皮切りに、うきうきと外に出たくなる
春。そんな春の日には、お弁当を持ってちょっとお
出かけしたくなりませんか。図書館では、ピクニッ
クや遠足にちなんだおはなしや、おいしそうなお弁
当が登場する本の展示と貸し出しを行います。

「子ども読書の日」 と 「こどもの読書週間」
　 4 月２3日は「子ども読書の日」です。これは、多くの人に広く子どもの読書活動についての関心と理解を深め、
子どもが積極的に読書活動を行う意欲を高めるため、平成13年1２月に法律で定められたものです。この日を
中心に、全国各地でさまざまな催しが行われています。
　大洲市立図書館では、 4 月２5日㈯の午後 ２ 時30分からコミュニティホールで、 3 歳から 6 歳程度までの子
どもを対象とした『こどもの読書週間「おはなし会」』を開催します。ぜひ、遊びに来てください。
　また、 4 月２3日㈭～ 5 月1２日㈫は、「第57回こどもの読書週間」です。今年の標語は「本は　きらきら　万
華鏡」です。
　期間中、図書館 ２ 階の児童書コーナーとヤングアダルトコーナーで、愛媛県立図書館が選定した「子ども
におすすめの本」を展示します。昨年 1 年間に発行された子どもの本の中から、幼児から中学生まで、年齢
に応じて選ばれた本です。みなさんも、万華鏡のようなきらきらした世界をのぞいてみませんか。
※昨年図書館で購入した雑誌の付録も提供します。（なくなり次第終了します）

日 月 火 水 木 金 土

1 ２ 3 4

5 ６ ７ 8 9 1 11

1２ 13 14 15 1６ 1７ 18

19 ２0 ２1 ２２ ２3 ２4 ２5

２６ ２７ ２8 ２9 30

■＝ 4 月の休館日
〈開館時間　午前 ９ 時30分～午後 6 時〉
※ 30日は館内図書整理日のため休館します。

《子どもとともに　本をひらこう　未来のページ》
（大洲市子ども読書活動推進計画キャッチフレーズ）

オススメ新着図書

（本文紹介TRCマークより）

 才能にめぐまれた科学者だって、
間違いはする。だがそれこそ、ブ
レイクスルーの鍵なのだ－。偉大
な失敗を鑑賞し、学ぶための科学
読本。フライングや袋小路以外の
何物でもなかった事例を含む科学
上の発展について名調子で語る。

　高級品を扱う店を次々と買収す
るボス・藤浪と、その下で働く若者・
古武士。二人はまず店に乗り込み、
藤浪が帳簿を確認し、古武士が店
で実際に働く－。職人達が失った
志や夢を取り戻す、再生の物語。

　うさぎのナナちゃんは、ロコち
ゃんととってもなかよし。でも、
遠足の日にロコちゃんが風邪をひ
いてお休みしてしまいました。ナ
ナちゃんがロコちゃんのために、
たんぽぽをつないで編みはじめる
と…。

偉大なる失敗
マリオ・リヴィオ著、千葉 敏生訳　出版：早川書房

贅沢のススメ
本城 雅人著　出版：講談社

たんぽぽでんしゃ（絵本）　
ひろかわ さえこ作・絵　出版：ひさかたチャイルド

※�このほかにもたくさんの本が入っています。（随時配架しています）
　図書館のホームページで図書の検索ができます。
（http://library.city.ozu.ehime.jp/）
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保健センター
大洲市保健センター☎23ｰ0310（大洲地域）
長浜保健センター　☎52ｰ3055（長浜地域）
肱川保健センター　☎34ｰ2340（肱川地域）
河辺保健センター　☎39ｰ2113（河辺地域）

小 児 在 宅 当 番 医
5 日㈰ 大洲ななほしクリニック （東 若 宮） ☎0893（25）7710

12日㈰ 山 下 小 児 科 （西 予 市） ☎0894（62）6801

19日㈰ ご と う 小 児 科 （東 大 洲） ☎0893（23）0510

26日㈰ 八幡浜急患センター※ （八幡浜市） ☎0894（24）1199

29日㈬ ごうお小児科医院 （西 大 洲） ☎0893（24）3936
（診療時間：午前 ９ 時～午後 5 時　※は午後 6 時まで）小児在宅当番医での外科
治療は対応困難のため、ケガの場合は、当日の救急病院をご利用ください。

4 月の各種検診（健診） 

　乳幼児関係　
実施日 受付時間 場　所 対　象　者 持参品
7 日㈫

午後 0 時45分～
1 時30分まで

大洲市
保健センター

4 か月児健診　　　（２6年11月生） 母子手帳・アンケート・
バスタオル8 日㈬ 10か月児育児相談（２6年 6 月生）

14日㈫ 1 歳 6 か月児健診（２5年 ９ 月生） 母子手帳・アンケート・
歯ブラシ・タオル類２1日㈫ 3 歳児健診　　　　（２4年 3 月生）

【対象者】
▽ 今年度中に65歳、70歳、75歳、80歳、85歳、９0歳、

９5歳、100歳になる人
※ 今年度対象となる人には、個人通知で送付し

ています。
▽ 60歳以上65歳未満の人であって、心臓・腎臓

もしくは呼吸器の機能またはヒト免疫不全ウ
イルスによる免疫の機能に障害を有する人
で、昨年度予防接種をしていない人

※ インフルエンザ定期接種対象者と同様の対応
ですので、保健センターまでお越しください。

【接種期間】
4 月 1 日㈬～平成２8年 3 月31日㈭

【接種場所】指定医療機関

【接種料金】4,000円
※生活保護世帯は無料です。

　国立がん研究センターは、昨年度より大洲市と愛媛大学と協働して、日本人の生活習慣とがん・生活
習慣との関連を明らかにする研究事業「次世代多目的コホート研究」を行っています。
　大洲市にお住いの40～74歳のみなさんが調査対象です。昨年度に、生活習慣病に関するアンケート調
査にご協力いただけていない人のご自宅に、調査員がアンケートのご協力にお伺いします。
　みなさんのご協力をお願いします。 【問い合わせ先】大洲市保健センター　☎２3－0310

高齢者の肺炎球菌感染症予防接種について

生活習慣に関するアンケート調査　調査員訪問のお知らせ

【持参するもの】
▽予診票兼通知書（むらさき色）
▽ 高齢者の肺炎球菌感染症予防接種券
　（うすい灰色）
▽高齢者定期予防接種カード（うすい灰色）

【注意点】
　過去に、２3価肺炎球菌莢

きょう

膜
まく

ポリサッカライド
ワクチン「ニューモバックスⓇNP」を接種し
ている人は、対象外です。
※ 昨年度の対象者は、今年度は対象外です。接

種をする場合は、全額自己負担となります。

【問い合わせ先】
大洲市保健センター　☎２3－0310
長浜保健センター　　☎5２－3055
肱川保健センター　　☎34－２340
河辺保健センター　　☎3９－２113
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心と体の健康ガイド

救急当番病院
曜  日 昼間帯 【 8：30～17：30】 夜間帯 【17：30～翌 8：30】

月・火 市 立 大 洲 病 院（西大洲） 　☎24－2151

水 加 　 戸 　 病 　 院（内子町） 　☎44－5500

木 大洲記念病院（徳　森）
☎25－2022

市立八幡浜総合病院（八幡浜市）
☎0894（22）3211

金～日 大 洲 中 央 病 院（東大洲） 　☎24－4551

（曜日指定の相談は、祝日・年末年始を除きます。）

▽子育て相談
《家庭児童相談》
時　 月～金　午前 8 時30分～午後 5 時15分
場　子育て支援課
問　☎２4－5718

《家庭教育・子育て相談》
時　 月・火・木・金曜日の午前 ９ 時～午後 4 時
場　 喜多小学校内（大洲子育てサポートそよ風）
問　☎２4－4580

▽ ふれあいスクール相談
　【不登校・ひきこもりなど】
時　 月～木　午前 8 時30分～午後 5 時
場　国立大洲青少年交流の家〔自然環境館 3 階〕　
問　☎２4－1414

▽青少年相談室
時　 月～金　午前 8 時30分～午後 5 時15分
場　教育委員会内青少年センター　　　
問　☎２4－7830

▽物忘れ相談
時　 4 月２２日㈬　午後 1 時30分～ ２ 時30分
場　総合福祉センター 1 階応接室　※要電話予約
問　高齢福祉課内地域包括支援センター
　　☎２4－２111 ︵内線16９ ･ 176︶
　　家族のみ相談も可能

▽心配ごと相談
大洲地域
時　 一般相談　毎週月・水曜日
　　法律相談
　　弁護士　※要電話予約（社会福祉協議会窓口）
　　　毎月第 1 ・ 3 火曜日
　　司法書士など　
　　　毎月第 ２ ・ 4 ・ 5 火曜日・毎週木曜日
　　介護相談　毎週金曜日
　　 午前10時～正午・午後 1 時～ 4 時
　　※法律相談（弁護士）は午前10時～正午
場　総合福祉センター
問　総合福祉センター 1 階
　　社会福祉協議会窓口　☎２3－0313
    （相談室直通）　　　　☎２3－56２９
長浜地域
時　 4 月２4日㈮　午後 1 時～ 4 時
場　長浜体育館 1 階会議室
問　大洲市社協長浜支所　☎5２－11９4
肱川地域
時　 4 月 6 日㈪　午後 1 時30分～ 4 時30分
場　肱川公民館 ２ 階青年室
問　大洲市社協肱川支所　☎34－２31２
河辺地域
時　 4 月10日㈮　午前 ９ 時～正午
場　河辺老人福祉センター
問　大洲市社協河辺支所　☎3９－２510

大洲喜多休日夜間急患センター
【場　　所】　大洲市東大洲
【電　　話】　0₈93（23）115₆
【診療科目】　内科
【診療時間】　平日・土曜　午後 ₈時～ 11時
　　　　　　日曜・祝日　午前 9時～午後 ₆時

　曜日によって救急当番病院は変わります。昼間・夜間の救急などのご相談は、
その日の救急当番病院にご連絡ください。

※休日や夜間に急に具合が悪くなった人の診察を行います。
　一般の夜間診療所ではありません。
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棚田保存会

      代 表　城本　誠
せい

一
いち

 さん

がんばるひと
おおずの元気

　樫谷棚田保存会は、大雨により棚田の耕作放棄地の一
部が崩れ、棚田全体の存続が危ぶまれたことがきっかけ
で、平成26年４月に設立されました。地域住民はもちろ
ん、大洲農業高等学校や愛媛大学の生徒、写真愛好家、
有識者のみなさんの多大な支援により、現在は会員約
100人、棚田お手伝い隊約20人で活動しています。昨年
は啓発活動でもある棚田写真展をはじめとして、田植え、
稲刈り、しめ縄づくりといったイベントに、多くの人に
参加していただき、メディアにも取り上げられたことで、
徐々に知名度が上がってきていると感じます。
　他地域の棚田も積極的に視察し、棚田オーナー制度導
入を検討するなど、保存に向けた新たな取り組みも始め
ているところです。また、農協や行政および地域代表メ
ンバーで構成する、樫谷・戒川地域づくり協議会を年６
回ほど開催し、棚田だけでなく戒川地区全体を盛り上げ
るための方法を模索しています。
　しかし、担い手不足は深刻で、今年の田植えがしっか
り終えられるか、来年がどうなるか分からないといった
不安は尽きることはありません。棚田は一度荒らしてし
まうと、もう元の光景に戻すことはできません。西日本
でも有数といわれるこの絶景を守っていくために、少し
でも多くの人に興味を持ってもらえるよう、今後も活動
を続けていきたいと思います。
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